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彼　の　事　こ　も

　幼　　時

　中村要の幼い頃についての一番古い思ひ出は，四つ位の頃，夕飯の時に，

　『中に書の描いてあるお茶碗で御飯を食べるのや』

と言って駄々をこねて居たことがあって，同じ年の從兄の私はそれを見て愉

快に感じたことでした．

　九厳か十歳の頃，二人で立關の式豪に足を投げ出して遊んで居て，ふと私

は大回なことに氣がつきました．それは，要の足が私の足に比べて二倍もあ

る程，甲高で，頑丈なことなのです・比較的三三風に育つた私が，田舎育ち

の彼に封して底知れぬ畏れといふか畏敬とV・ふか，さういふ感を持つたのは

それ以來でありました．

　中村家の屋敷は，田舎のことですから，二段歩近くもあって，屋敷内に，

（荒地同様ではありますが），三園があり，難を飼ったり，一隅に孟宗竹の藪が

あったりしてみるのですが，或る春の日に，遊びまはって，二人でその竹藪

の中へ入ったことがありました．私は竹の子の生へてるるのが珍らしく，つ

かつかと近づいて，太いのを二本ばかり，生えてみる根もとから折ってしま

ひました．そして要と二人でそっと元の形に其れを直しておいて，叉遊びま

はって夕方になりました．私が母に連れられて蹄らうとした時，隣の子が知

らせに來たので，竹の子の一件が忽ち露れてしまって，私は膏くなりました．

要は呼びつけられて叱られてゐます．私は，じっと耳をすませてゐましたが，

要は黙ってみて，最後まで

　「あれは庸夫さんがやったのだ』

とは言ひませんでした．私は，心にとがめながら，ほっとして共の家を離れた

のでした．彼が，幼V・時から，立派な犠牲心に富み，辛抱張い心を持ってるた事

を思ひ出して，尊敬に堪えません．彼は，この尊V・純情を，彼の死んだ最後まで
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持ちつY“けたのであり，この純情のために死を早めたとさへ思はれるのです．

　彼の研究心の芽生えの著しく表はれて來たのは尋常五年生頃ではなかった

だらうかと思はれます．歴史に興味を持って，部厚い書物を二三冊も，あち

らこちらひっくりかへして，・一つの事件の因果關係を明らかにしやうと努力

してみたらしいことがあります．そレて相當に自分で満足するだけのことを

やってみたらしいのです．伯父が澤山に書物を買ひごんでみたといふ小婦も

ありますが，その頃の田舎の児童が，一人の指導者もなしに，あのやうな傾

向を持って居たといふことは，注目してよからうと思ひます・

　近　　時

　ここには，彼の死にあまり關係のない談話を二つ三つ記しておくに止めま

せう．

「どうして頭を使ひますか．いつも姿勢を正しくしてみるとか何とかいふや

うなたしなみはありませんか」

　『そんなことは何もありません．私の頭はおかしなことがあって，いつも一

つのことをしながら他のことを考へてるます．一事に心を集中してみるとい

ふやうなこともないやうです』

　以下彼の話…………

　『大學といふ駈は妙な習慣があって，人の研究してみることを他の人は少し

も知らないのです．たとへ間違つたことをやってみても他からは何も言って

臭れません．だから一人でとんでもないことをしてみることがあったりしま

す．知らうともしませんし隙さうとしてるるのでもありません．他の教室で

も皆さうらしいのです．先生だけは時々注意をして下さいます．』

　「高等學校を当て何の考へも無しに大内の天文科の方へ來た入は，そんな關

係で全く困ります．誰一入何をやれと言ってくれる人が無く，皆自分のこと

だけをこつこつやってみるのですから，牟年位は何一つ手がつけられすにぼ

んやり暮してみる人もあります」

　「大繭を出た人が身膿をうごかせてくれるとよいのですが」

　彼は全く食事の時聞も惜しんで動いたらしいです．他に趣味めV・たことは

何一つなく，時々郷里へ蹄って「働きすぎたから」と言って，離れ座敷で二／三
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日もぶつ通しで寝ることもあったやうです．近所の大根畑や酔歌の聞を，朗

らかに口笛吹きながら，無帽で歩VOてまはったり，一里孚程離れた山村の叔

母の家へよく遊びに行ったりしたことが，仕事のぽかでは一番樂しかつたの

でせう．人から寄せられる御好意を喜んで，よく族行先の六六をすることも

ありました．

　彼が不眠と眼の異常を訴へ出したのは，先づ，この四月頃からであります

が，彼の死後，彼が自分の着るもの一つ着ないで，人知れぬ苦勢を重ねた生

涯の全貌が漸く分って來るにつけて，人間として稀なる彼の純情に今更なが

ら頭が下る氣がします．

　彼の死相は實に安らかでありました・

　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和七年＋一月＋五日　庸夫記

　　　　　　　故中村要氏の英姿に捧ぐ

　　　　　　　　　　紳戸市關守畔　敵襲香油

　次頁の爲眞は中村氏が心身の自訴を惜ます，ニケ月鯨の日数を費やして製

作して下さった為眞玉によって撮影した最初の星野篇眞であります．生前氏

は未だ此の爲眞玉によって撮影した星野爲眞は一度も見て居られない，氏自

身にも一度として星像の試爲すらして居ないと言はれたから，此の印書を氏

の英璽の前に捧げます，立派な出來ばえは猫り私だけの喜びに止まりません，

深く感謝の意を表します．

日附・932年・・月・・日艦

謹出西u5㌔量譜雛

7分より

15分まで

29番星

イ」ストマン40

　　　　　　　　　　　　　　附　　　　記

　四枚玉133mm口径の爲直配の製作は氏自身にも初めての事であるので，

充分の自信は持って居られたが，又一面には初めての事でもあるので可也に

不安も多分に持って居られた。庇の事は氏から戴く音信文に厘記載されて居
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たものです．着手當時はf5の豫定であったが，出二上つた結果は焦貼距離

60cm帥ちf4．5になった，共の他の條件は縮て入定通りに見事に出來上り

ました．

　玉の出來上ったのは七月い々で，機具共の他，取附の完成したのは共の十一

　　　の　　　　　　　　　　　し　　ロ　　　　　　　　　のの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　り

　　　　　　　　狐座29番星を中心として（1932年10月1日）
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日でありました，十二日夜，早速焦顯試索の撮影をしましたが，其の後は＿L天

綾きで一枚の撮影すら出來ないので只々室を仰いで歎息計りして居ました，

其の月の廿四日からの晴室に恵まれて激増に亙喋乾板上に於ける適當なる焦

鮎の位置を決定し得ました．乾板の中心に於ける焦鮎の決定は直ぐに決定し

ますが，乾板全艦に於ける適當なる耳茸位置の決定は中々骨が折れます．僅

に0．2ミリ位の相違で全面の星豫の結び方は大子な相違を現します，私は9k時

につくづく老眼の悲哀を感じました．

　薮に決定した焦窯で撮影した乾板上では八度李方まで實に立派な星像を得

られます・長板の乾板上の短い方で約十一度牧まります．上圖の爲賃の短い

方には約十度牧まって居ります．八月に入ってからの天候はとても悪くて爲

眞の撮れる夜は殆んど有りません．只僅に廿九日と卜祀の夜だけが四道かっ

ただけで，九月も同檬一日，十九日，廿五日の三ク夜だけが稽や良好であっ

ただけで，二時間打通して爲眞撮影には適した夜はありません．十月一日の

夜に初めて良夜を得て，二時間露出の押下を得ました．斯くして中村氏に星

野爲眞を見せる機會がなかった事を非常に悲む者であります・

　爲されたる乾板上に果して何等星までの星が痕蹟として現はれて居るか未

だ北極の撮：影が西岸て無いので明確に申上げられませんが，計算から申上げ

ますと一時聞と二十分の露出で最も良好な條件の元に現はれる極限の星群は

ユ5・9等である筈であります，

　氏の十三は悲しくも，叉惜しくも，再び見る事が出來ないが，氏の努力に

依って作られた最初で預れが又最後のものである此の見事なる爲眞玉の偉力

は永久に天室に向って働きかけて居ます．

故中村要氏の鏡面製作研究に就いて

　　　　　　　　　　　　木　邊　　成　麿

　　　　　　　　　　　　　　　　　序

　中村要氏が去る9月24日突如として逝去された事は實に驚いた次第です．一

時は全く疑ぴましたが然しそれが丁丁なるを知るや私は本四に暗然と致しま
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受けました．今回山本璽長の御厚意により我等二／三の者が故中村氏の後を追

って反射鏡方面を花山で研究をさせて頂く事になりましたが，智識にも，努

力にも，又時間もなく，すべての條件で比すべきでない私が充分なる研究や

成果を牧め得るものとは思へませぬが，堅き決心を以て故中村要氏の盤に封

ずる心持ちで折角成された仕事をせめても崩壌させぬ程度にでもと充分の努

力を携って行ふ心積りです．

　最後に故中村要氏の冥輻を信じて已みません

　　　　　　　　　　　　　　一完一

　　　　　　　　　　　　　滋賀縣野洲郡申里村　木邊成麿　10月31日稿

　　　　　　天文の奇オ中村町君を偲ぶ

　　　　　　　　　　　　水　野　　千　里

　天文の奇才中村要君は去る昭和七年9月24目白玉縷中の人となった・その

翌朝大阪毎日飛騨で知った．見出しはし少肚天文學者京大助手○○す「とあ

ったが，中村君はホントに逝v・たのであるか？あの中村君が00しやうとは

夢にも思はなかったので，驚き方は一方ではなかった．中村君に初勤面の挨

拶をかはしたのは，去る大正十年頃であった．雨三回拙宅を訪問され，ユル

ユル話した．倉敷や岡山で講演して貰ったことは撒回である．倉敷天文墓の

32糎反射望遠銚の据付けは中村君を煩はしたのである。その後渡銀を願った

ことも五度や六度ではなかった．

　大正十五年十一月二十日の大阪毎日薪聞にLあす開所式をあげるまだ我が

國に初ての民衆天文憂，セツセと望遠鏡をみがきながらボッボヅとはなす，

助手の中村さん「といふ長v・題で次のやうに書いてあった・

　　木の香眞新しV・外塀に畳まれて水色の無蓋屋が浮V・て見える，大原二二

　園前に二二た，それは日本で最初の民衆天文墓で，あす開所式をあげるこ

　とになってみる　　入って行くと墓だけ取りつけた室は，がらんとして人

　の氣もない，外では鉋の音が小春日和の青室へ高く響いてみる．奨農園の

　講習室に行くと，そこに薄水色の長V・亭亭が横たはって居る，取り散らかさ
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　れた大小種々のレンズの中に，京大山本教授の助手中村要論が白の仕事服

　を着てせっせとレンズを磨いてみるL何分取りつけを急がねぼなりません

　からね「と＝＝コニコしながら一寸仕事の手を休めて話し初めるしマアどうぞ

　このレンズ塗見て下さい，可なり古V・ものと見えて手もつけられぬ程汚れ

　てるます，何しろ機械部分には製作年月が1892年目ありますからね……レ

　ンズはカルヴア1氏の製作ですけれど，機械の方はホルランドといふ機械

　師の持へたものです．徹夜して擬乱するかとおっしゃるのですか，飛んで

　もない，天文の研究家だつてそんな勉強家はみやあしませんよ．寒くなつ

　たり，眠くなつ允りすりや止めてしまひます，それでどんな精巧な望遠鏡

　を使ったつて，さう容易に星の方でレンズの中へ飛び込んで回れやしませ

　んよ，独iV・やうに見えてもなかなか天は廣いですからなあ……まつ星座に

　見當をつけて，氣長に待ってるるとV・ふ諜ですよ，最初こNへ來る時は直

　さま見られると思って來たんですが，どうしてこの始末ぢや二三日後でな

　くちや観られやしません，この頃問題の喧ましV・火星ですか，いや火星だ

　つてさう三日や四日に大した攣りもありません．一般民衆に自由に二二さ

　せるかといふのですか，勿論さういふ意味で開設されたのではありますが，

　一寸素人には望遠鏡が扱へませんよ．無暗にv・じって壊されちや困ります

　しね，まあ同好三二が恵まれるといふ程度のものでせう．さうですね，こ

　の望遠鏡が運賃共に○○三位一いやしかし橿格はいはない方がNA　Nでせ

　う，詰り安いので素人の興味を減殺しては困りますからね・■と咲記する，

　そしてせっせと機械を磨きにかSる．中村君は中二二卒業後直ちに山本博

　士の助手として丸五ケ年働いてみる青年だが，目下日本で二七鏡の扱ひに

　かけては同君の右に出るものはあるまいといふことである．

　中村君の面目躍如たるものがあるではないか．申二君の最も努力されたの

はv・ふ迄もなく，反射鏡の鏡面磨きであった．それに火星の研究一回目ツ

チを澤山された，叉小遊星の護見にも力を注いで居られたのである，この天

文の奇才中村君に就いて，吾々のいはんと欲するところを遺憾なく述べたの

は大阪毎日新聞記者來聞恭氏の績京大展望32理論部の巻，『學塔を支へる者，

助手・中村要君」である．
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　花山天文墓を見るの記から逸してはならぬ一青年がある，その名は中村

要君，先日米國ヤ1キ1ス天文豪のロス教授からロス・レンズの設計を貰っ

た二十八歳（昭和六年）の若者，理學部の一助手である．

　彼は罷格こそ相撲とりのやうに逞しいが，いがぐり頭で粗末な服装，ど

う見ても田舎の青年會員としか見えない，その外観を甚だしく裏切って，

中村君の心的受壷は博士i教授連を凌ぐほどである。

　中村君は京都の同志吐中學に在學中から天艦について異常な興味を持ち

始め，その頃同志肚へ講演に出て來た山本一清博士に頼み，新城博士にも

面訴して，京大天文學前室に置いて貰ふやうに切願した・博士等の：がにし

て見れば，中學を出たばかりの青年を教室に置V・たところで何の役にも立

つまいと思はれたけれども，申村君の熱誠を容れて，南画の椅子を與へる

ことになった．

　天文學教室における中村君は自由無干渉のrlSに放任されたが，彼は全く

自己流で望遠鏡や，反射鏡と心中せんばかりの熱心さをもって天趣槻測に

從つた．ところで天雷観測者に何より必要な視力にお・いて彼は異常に恵ま

れてみるせみもあらうが，聞もなくウヰンネツケ流星の計測や，火星擬測

に優秀な成績をあげて，新城山本爾博士等を驚かせるやうになった．そこ

で博士等は中村君が希望するなら選科生として講義を聞かせようともVbは

れたが，奔放不覇な中村君は心奥の方法を取らす：，亡くの猫習で邦語の天

文學書や，物理學書をよむ傍ら，英語を猫習し，一と通り英語をマスタ1

した次には猫逸語の猫習に取りかNり，その方もやがて猫逸文が書けるま

でに上達した．

　さうした痴態の精進とともに天罷観測も怠らす，種々の優れた仕事をし

たが，特に大熊星座のδ星が攣書することを嚢心して，世界の天文學界に

知られるやうになり，大正十三年遅來はL火星観測者同盟「の一員に加へら

れ，中村君の観測記録はP．A．誌上に載せられ，立派に世界の文献中に加

へらる曳に至った．

　中村君は大望遠鏡や反射鏡の操縦に雨竜の妙腕を持ってるるが，それ・は

彼が砲兵として勤務したときに，大砲を操縦したお蔭である．このごろ諸
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所の天文憂で望遠鏡に大砲の油を使ふやうになったのも中村君の兵螢みや

げである．

　彼は四，五年前から高等数學の猫習をも開始して，今では球面三角の複雑

な計算をどんどんやってゆくのには，山本博士や上田博士が舌を巻き，しこ

」籔年の中に彼は高位を取るだらう「といってみる．先日の弓術協會大壷

で山本博士の焚表したL微光流星の研究「も大部分は中村君の材料によった

ものであるとは山本博士の明言するところである．

　中村君の経歴はかのバ1ナ1ド教授　　小學校以外の學歴なくして世界

第一流の天文二者となった教授一を想起させるものであるが，とにかく

中村君が猫習一二張りでそこまでの學殖を蓄へたのは，彼の天才的な頭臓

にもよるだらうが，一面には現在の教育制度のL型にはまった「コースから

全然解放されて自由潤達に勉訂したためであらう．今日の如き中村君の存

在は，教育の根本方針に封ずる大きな暗示を與へるものではあるまいか？

　数年前から彼は観測用反射鏡面の製作を思ぴ立ち，自分の考案で作らせ

た研磨機を操って見事な忌物線鏡をVbくつも作り上げた．その一つは昭和

四年に山本博士等がスマトラ島で皆既日食の槻測を行った際に使用され

て，外山の二者隊から羨望されたほどの好成績を納めた．

　さらに彼は望遠鏡用のレンズ製作に向ひ，苦心の結果，最近では極めて

優秀なレンズを作り出すに至り，その手腕が國境外にまで聞えてみたため，

レンズの世界的二二ロス教授と設計の交換をなすことも二二たのである・

　さうなると，とかく商費氣を出してレンズを費つたりしがちなものであ

るが，中村君は決してそんな邪道に踏み込まない．L彼は今でも初期時代と

同じ純情と向學心を持ってるる瓢が偉い「とは山本博士等の評である・

　展望子が，さる日曜日の晩に花山天文憂を訪れたときにも，中村君は望

遠鏡を操って槻測に夢中だつた．面一の彼は天文壼の一室に寝おきしてみ

る・研學に疲れると附近の森林地帯を歩き廻って，きのこでも探って來る

といふ調子だ．花山天文憂上に無くてはかなはぬ人，いな京大の誇りとも

WOふべき中村君は，現に理照雨助手としてどれだけの報酬を得てみるかと

いへば‘岡任六級の月給七拾五圓也である．
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　　巾村君に限らす，たとへば理墨部地質鑛物教室の助手黒田徳米君，化學

　教室の助手倉田正郎君，あるひは文學部で濱田博士の教室にみる助手島田

　貞彦君といったやうな人々が，立派な學識を持ちながら，教授や助教授の

　下積みに甘んじて學塔を支へつxあることを忘れてはなるまv・．

　これを通電すると，天文磁界以外の人から中村君が如何に重んぜられて居

たかを知るに足るであらう．

　申村君に最後に會つたのは，昭和六年六月十一日に，1雪辱素的獲氏方で評

議員會が催されたときである．開拍動にL天艘爲眞術■の校正をするからペ

ンを借り細いといはれたので，私は赤ペンを貸してあげた．その赤ペンは私

の日々愛用して居るものであるが，今やttt村君は亡し，天文の奇才中村君は

今や何庭の宇宙に……魂は遠く何れにあるか　臆！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和七年十月二十七日夜）

中村さんを惜む
倉敷天文￥名二塁長原 澄　　治

　中村さん御他界の報道は近頃最も私を驚かした出当事の一つであった。あ

の頑丈な偉大な禮躯の持主で，極めてノン氣な，天眞そのまNのやうに思は

れたあの人に，こんなことのあらうとはどうして思はれやう・

　私が中村さんを知ったのは，倉敷天文毫に望遠鏡据付のために立て下さっ

た時が始めであった．私の宅にお泊りになったので，私の子供等は大きな中

村さんを，丁度自分のお友達のやうにして，極めて深v・親しみを持って居た．

　近頃は飴程長らくお越しがなかったけれども，中村さんと云ふ呼び聲は私

の家族のものの一種の親しみを以て呼ぶ聲となって居ったのであった．大き

な丸頭の中村さん！近い内に叉親しくお目にかかることと豫歯して居った中

村さんは途に遠く天界に去ってしまったと思へば，何だか限りなき寂しさを

感ぜすには居られなV・・家族のものも皆均しく，普通以上に凝念がつてみる・

是れ，君の技術智識以外に，君特有の人徳の然らしむる虚であると思ふ．

　二者は今後も君以上の人ゐ§澤山丁丁るであらうけれども，あの丸丸とした
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人徳を備へた天眞言訳な中村さんは再び出面ぬであらう．謹んで哀悼の意を

表します．

自力の典型者中村さん

　　　　　　　　　　　　三　澤　　勝　衛

　一口に自力とか他力とかV・つたところで，勿論絶封に自力だけの人もなけ

れば，又他力だけの人もなv・．然し，自力傾向の張v・人と他力傾向の強v・人

とある事は否定出來なV・．

　そして中村さんは，私に淺された印象の三三に於ては，その自力派の然か

も極めて濃厚な典型的なお一人であった．

　私が中村さんを初めてお知りしたのは旧記に古い．恐らくは中村さんが天

文三界へ踏込まれたそもそ秀の當時であったかも知れない．當時＝多分大正

8，9年の頃か一吾が信州に於ける天文學の智識の普及の程度は極めて低く，

全くお話にならない程であった．たまたま其頃であった，山本先生が回天文學

的智識の普及の爲めに，例の10センチの望遠鏡をわざわざ京都からお持ちに

なり，我が信州の南北各地に亘って十三日間講師として御苦勢いただいた事

があった．私が初めて山本先生にお目にかSつたのも丁度其時であったと記

憶して居る．然かも其山本先生は周知の如く決して其お身柄の大きな方では

なV・，却って小柄のお方と申上げるのが愛當かも知れない．然るにその小柄

の講師に封して，然かも其の助手として，是は叉極めて大柄なお方がお一所

に御苦勢下され，望二丁の操作を初め色々の御世話を見ていただいて居った

事は當時一種の奇観でもあった．失禮かは存じないが，たしかに其時難講者

の一入として共の御llt話になった私には左様に感じられた．尤も其はあへて

私一人の偏見ではなぐ共時の多くの聴講者中にも，左檬な感をいだかれた方

が砂なくなかったものと見え，時の地方新聞の或ものは先生と其助手の方と

の御一所の鷺眞まで掲げられ，そして其の記事の中にその私の感じと似た様

な事さへ載せられてあった事も今織言己億に淺って居る．然かも其大柄な助手

の方がそれにもカ＞sはらす，其言語からその御動作までが如何にも一見誠に
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すなほな黙々として且つ寡言なお方であった事も明に記臆して居る，其のお

方が云ふ迄もなく申村さんであったのである．

　中村さんに封ずる私の99一一印象は左様なお方であったと云ふ事である．其

後私は一時，柄にもなく天文に熱中一と串してはや、大袈裟ではあるが一し

た事があった．只今生けて居る太陽観測も勿論それは其當時の無韻である．そ

んな事から時折京都へ出ては皆様の御世話になった事もあった．其時中村さ

んからは夜邊くまで色々の星を見せてv・ただいた事もあり，時には夏の炎天

下に偶々彼のスコブイルド氏の分光器かをお使ぴになって居った時の事で，

：太陽のプロミネンスがよく見えると云ってわざわざ私の下宿へ迄迎ぴに來て

いただいて，特に私の爲めに観せていただいた事もあった・當時中村さんは一

生懸命に反射鏡の研究をされて居ったかの様に記憶して居るが，從ってお話

もよくそれへも華箋れた様に記憶して居る．ところが其の星や太陽の観測の御

指導にしても，乃至は望遠鏡の御話にしても，如何にもそれ等の御話が鼻繋的

であった事と今尚誠によくはっきりと記憶して居る．如何にも實際的のお方

であると云ふ深い印象をきざみつけられたものであらう・後年L葛藤鏡の作り

方「と云ふ本をお出しになった．私は不幸にして共後別な方面へ逸れて仕舞つ

たから今に途拝讃する機會を得ないで居るが，實に要領がよく然も痒い虞へ

手の届く様に書かれてあると云ふ事をよく聞く・全くそれは輩なる醗繹もの

とは違って，著者の永い聞の血の出る楽な膿験から然かも自力によって一歩

一歩築き上げられた結果に基v・て筆をとられた爲である事は云ふ迄もない．

　其後，天文勾画の方面にも非常に御造詣を深められたと云ふ事もお聞きし

て居るが，一膿，天文學の様に，其経験的古西に立脚しなくてはならない科

學の研究に凝し，先づ其位實の捕獲に封して，其最も有力な武器である望遠

鏡及び篇心術から着手されたと云ふ事は何よりも中村さんの實際的であり且

つ根本的である事を噂するものであらう・

　一方叉是も周知の如く，中村さんは火星を初め各種の遊星や，そして流星

の擬並等に就いても極めて澤山の成果を牧められて居る．

　とかく，何か天文學の研究とでも云ふと，最初から恐ろしくむつかしい亀

戸の公式でも振廻さなければならなv・かの檬に思って居る人々の妙なくない
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’今日，勿論，凡ての科學がやがては雪転學の力をかりて整理されて行くべき

ものではあらうが，何としても其精密な経．験的事實を無視するわけには行か

ない．然るに先づその精密な観測に，そして又大望遠鏡の力を借りなくては

到底充分の観測の出動ない彼の球欣星圖だの陸餌星雲だのに其の宇宙の眞理

の含まれて居る事もであるが，然し左様かと云って，極めて卑近の様に考へ

られて居る遊星や流星現象にも同じく宇宙の眞理は輝いて居る筈であるが，

その血紅にいそしまれた事は明に慧眼である．そしてそれは彼の犯罪科學に

於てその人相よりも却って微細な手紋等の方面にその有力な手がかりがある

と云はれて居る瓢から見ても明碓な事でもあらう・

　私は中村さんの研究が共の雑誌や著書に獲表される都度，他人事ではなく，

等しく科學特に経験科學の方面に多少の三曲を持つ自分として，常に其断面

から離れてはならない事を戒めて裁て居った．一般的な観方ではあるが今日

農村の不況も都市の不振も，要する虎は其生活が籐りに其心際から離れて居

るからの事ではなからうか．

　然かも中村さんの其心際的研究に就いて特に注意しなくてはならない事

は，如何にもそこに其自力的色彩の濃厚な鐵を過分に持って居る事である・

從ってそこには入一倍の無勢のこもって居る事も云寿迄もない．丁度吾々が

彼の幼少な時代に継て先づ歩んでは倒れ，倒れて歩み，そして漸く一人前の

歩行の山畑る様になった其れにも似て居る・歩行の理論を研究してそれから

歩行の術を習つ、たものは恐らくはあるまい．然しお互に其の當時の苦勢は今

は既に忘れては居るが，考へて見てもそのなみ大低の努力でなかった事はわ

かるであらう．この申村さんの過去接点年間にとられた苦勢と，そしてそれ

を世間の一一一waどれだけの方が認められたであらうか，私はそれを疑ふ第一人

者である．或は同じ大學の同じ教室に勤めてお出でになる先生や同僚の方々

を中心として誠に僅かの範圏の人たちだけではなかったではなからうか．

　自力更生と云ふ愚な言葉，（特に私は言葉と云ふ，）共の言葉がさながら一つ

の流行語であるかの檬に余りも一般に然かも無浩作に用いられて居る．然し

共の自力の尊v・黒占を眞にそれを理解し且つ認識し，更にそれを明瞭にして居

る人がその巾に幾人ある事であらうか，常に言言には所謂學閥あり寸寸あり
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；其常識的なると無意識的なるとはさて置き，結果はそれが横行して居る事は

事實である．或はそれが見様によっては眞の自力者を養成する方法かも知ら

ないがし人生意氣に感ず「とも云ひ叉L男は己を知る人の爲めに命を惜ます「

とも云はれ，て居る．吾等は共自力を強調する前に先づ其の自力者を認めてや

る事を忘れてはならないであらう．

　然るに其の自力者としての典型者である其の中村さんは今は既にごNには

居られない．吾等は肚會と共に深く其罪を悔い且つそれを謝さなくてはなら

ない．

　其肉腿的和人であった中村さんは共學究に曾ても亦確に：巨人であった，共

の旦人が其の自力更生の強調されつNある然かも其の年の秋の訪れに先だつ

て逝かれた事は誠に淋しみ極みの一つである．鴫野

　　　　　　　　　中村要氏ご凹面鏡の製作

　中村要氏の卦に接し深く哀悼の悪を表す

　我國で反射望遠鏡の智識と實用が普及したのは中村氏の努力による鮎が多

い．同氏の研究の初はエリソンの著に基く由ですが，天界に獲表されたL反射

望遠鏡の智識■なる一文はエリソンを精讃し周到なる二二を重ね，技の熟達を

得て後駆を租厚し且つ他の材料を豊富に加へられたるものと思ふ．決して軍

なる謬文ではなV・．鏡の製作に付ては最良の文献である．但し機械研磨に就

ては殆ど書いてなV・が，それは素人には必要のない事である・著名なエリソ

ンの“The　Amateur’s　Telescope　”は簡明に過ぎ，圃も足らぬので素人用であ

りながら難解の黙がある。中村氏の文献の方がより完全である．

　其製品は整形上蔀御自身には或不満な鮎もあった様ですが實用上甚だ高級

の程度に達してをる．之れは数個實験して感服してをる；次第であります，批

評致す事は甚をこがましき儀なるも，下記の様な径路をとってをる私は氏に

就て最よく理啓し得る者の一人と思ひます．

　私は京大機械科明治肝九年出の老技術者であります．珊四五年前中學時代

に老眼レンスと虫めがねで自作した長さ五尺の望遠鏡で木星の園板像や月を

ながめてよろこんでをりました，高等學校在學中，物理の教授に或中學校の先
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生の設計で島津製作所が土星の輪の見へるものを作った話を聞いて，ほしが

った事があります．素人用天艦望遠鏡のたやすく手に入る今日にくらべて隔

世の感があります．卒業後繁忙な仕事に追はれて此方面は至々絶縁でした．

十年前．ふと凹面鏡を作って見たいと思ひましたが適當なる材料が集らす，

そのま玉になってをりました際，たしか八年前と思ひます，同好會の総會が

岡由で開かれ，山本先生に同伸された中村氏が鏡製作の講演をされました．

時聞の都合であまりに簡軍すぎましたが，或ヒントを得ましたので，早速六

吋の研磨にかSり，．三枚目にかなりの作品を得，マヌウンチング全部手製で

完成しました．中村氏が流星覗測のため來岡された時に星像槍査をやっても

らいましたら傷は多V・が拠物線に甚近く出來てをるとの事でし充．■震災後

本職に大笹子を來たし閑散の身となったので現在では之に没頭し齪に二百放

以上研磨しました．目下の研究は機械のみによる整形であります。研磨機は

自分の考案で三i藪を一つのテ1グルに据へ，猫ノニに一i墓づ」運韓し得るのみ

ならす，各個の組合はせにより，二二知られたる諸種の研磨機の蓮動は殆凡

て獲生し得る機柄です．

　さて氏亡き後の反射望遠鏡界はどうなるか？

　エリソン氏曰く

　s’反射望遠鏡の能力は決して屈折に劣らす，その勢門ををとすものは反射

式共物に非すして只上製作者の無責任によるf’と

　今後私は鏡を自作さるS諸氏のために御相談相手となって及ぼす乍ら出謙

るだけの御手傳をしたいと思ひます．工程上最重要でしかも最困難なるはU’

ツチの調合です・それは各工蝪の嚴秘とするもので素人諸氏の手に入る望は

先づあるまいから共時期の温度に適するものを調合して分譲致します・

　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山市古京町一　坂本馨四郎

　　　　　　　哀悼黄道光課顧問中村要先生

　　　　　　　　黄道光課長（倉敷）荒木健見

　我等の黄道光課顧問中村要先生は，去る九月24日突如として死去された．

25日の大阪の新聞の報道によつ驚かされた私は，今やbふべき言葉を知らな
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い．しっかに近い過去をかへりみると，むやみと涙をさそふものがある．實

に最大の悲しさである・

　天文同好會にかなり早くから關係してみる私が，中村氏にはじめて會つた

のは去年四月花山を訪れた時である．その時，氏はクロノメ1タ！の修理で

大へん忙しくして居られたが，ガラスの研磨や小遊星の槍出などを自ら説明

された．

　花山で前後三度と，今年六月11日夜の1帥戸：支部の例會と，先頃の石山の黄

道光會議と，都合五度二ってるる．

　實に親切であった．天界に出される論文めV・たものを見てみると，全く三

者然たる人で，近づきにくV・と思はれる黙がなV・でもなV・が，會ってみると

決してそんなことはない．勿論どこまでも科學を愛する人であることには一

応のあやま砂もないが，あのニコニコの温顔に接して何ともいへなV・親しさ

を感じたものである．

　はじめの頃，私ぱL中村君「とよんで，全く友人扱ぴにしてるた．本人に二

っても二度や三度はL中村君！「とよんだことがあると思ふ．その後，段々氏

の人格がわかってくるにつれて，とうとう一躍L中村先生「にしてしまった．

し先生ドとよびかけても何ともなくなった、別に親しみが少くなるとV・ふこ

とは勿論なかった．

　天文學一般の問題につv・て，殊に黄道光の親測上について，どれ程御教を

受けてみるかは，考へれば考へる程深いものがあり，指折り敏へることさへ

出立ない．先生の一言一言そのものがすべて教であった・而も，先生は教へ

てやらうと思っていはれたものでないことはしばしばであった．とにかく表

面的のみでなく，あくまで内容があり，自ら苦心の上艦得されたこととて，

實のあることのみであった．

　注意深い人であったから，決してはなげなしい人ではなかった．小遊星や

彗星といふむしろ地味な仕事に殉はれたのも先生の虞富国さが伺はれるであ

らう．

　全國的に多くの弟子を持って居られた．望遠鏡について先生の御世話にな

った人は随分多いであらう．倉敷天：文藁にも小さい屈折鋳を先生の御手を経
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て求めてみる．かうすると全く安心して使へるのである．経験によって得ら

れた罐威といふものはありがたいものである．私達は何か一つのことでもマ

スタ1したいものである．

　二度目に花山へ行った時，先生から，L黄道光に回する論文がこれこれの雑

誌に出てみるから見てk－V・てくれ「といはれた．その一つが全文を詳出しや

うと考へてるるスペクトルの問題である．

　石山の黄道光會議に出席した諸君は，先生の天艦観測上の深v・経験におど

ろかれたことと思ふ．あの時の決議事項を御らん下さVb．中村先生の偉大さ

を物語る室氣がみちあふれでるる．ちよつと宙をにらんでいらしたかと思ふ

と，大切な議題をサッと出されるところ，あの會議がもっと長時間つづいた

らどんなであらかとおもはせた．山田君にであったか，L同じ目的のために働

V・てるる人が集ることは面白い「といったが，黄道光會議の成功は中村先生

に負ふところが多い．

　先生は休日にでも仕事をせられた．天艘観測や鏡面研磨そのものが先生に

つてぱ大きい慰安であったのである．あの紅中によごれた仕事服をつけた

時こそ，先生の得意の一揚面であった．

　とにかく偉い人であった．今やV・ちじるしV無理の段階に上った我等の黄

道光課を導いて下さる一人を失ったこの悲報！誠に残念の至りである．

　　　　　　　　　　　　　　　　（1932年9月28日登行黄道光課通信第16號より）

中村さんの思出
　　　　　　　　　　　　　　T．　o，　生

　中心四年の頃だつたから大正十四年の春だらう．修學族行で大津から疏水

で京都へ出た夜である．水野，宮原爾先生の紹介欺を，ボケツトに，乗る電車

を一々きいては京大へ馳つけた．そして恐る恐るあの’古めかしい卒屋の教室

へ入って行った．迎へて下さったのは絵人にあらす，背の高v・中村さんその

人であった，
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　水野先生からの御手紙で御承知だつたとかで，早速あの九尺二間式の室に

通された．勿論初三面の言葉なんかは何盧かヘフツ飛んで，爾恩師の二枚の

紹介状は僕のボケツトの中で二目立往生してしまった．

　中村さんの前にはオツトエ1かなにかの三三望遠鏡があったと思ふ，アイ・

U’ Iスの掃除中らしかったが，先づ氣がついたのは中村さんの爾手の指が全

部眞黒だつたことである．

　僕は自分の小弓生時代を思ひ出した．習字が嫌になって筆で爪にV・たづら

をしてみた頃を．

　L中村さんもキットそれだ「と三時の僕は思ひ込んでしまったので，心中甚

だ可笑しく，中村さんの爪ばかりを眺めて居た．中村さんもそれに氣ついた

らしい．

　L反射鏡のメッキをやると爪がこんなに眞黒になって困りますよ「

との話だつた．

　それから十八センチのド1ムに案内されたが，あV・にく殆全天が曇って居

たので，それで星を見る事は出來なかったが，始めて見る望遠鏡のi姿に驚か

されてしまった．リング・マ4クロメ1タiの自慢話と，望遠鏡の筒の中の蜘

蛛の巣についてコボシテゐられたのを思ひ出す．

　そろそろ室が晴れて來たので，夜露に濡れた草を踏んで十センチに行き，

土星のリングと衛星チタンに驚かされた後，子午儀室へ案内された．こ．Sで

は幾らでも出て來るテ1プに驚いたものだ．

　そしてやっと最後の電車をつかまへて東本願寺前の宿へたどりついた時は

クラスー同夢圓らかの有様だつた．

　僕と中村さんの關係はこの日から始つたわけだが，印象はこの様に深く刻

みつけられてみる．

　始めて三十センチの屈折鏡を案内して貰ったのも中村さんだった．プロミ

ネンスを見せよう額とから汗を流しながら分光器を調節して居られた君の顔

がマザマザと眼前に浮ぶ．

　然しなんと言っても中村さんと共に直ちに思出すのは反射鏡である．幾度

も天文憂を訪問したが，案内者は常に中村さん，そして話は必ず反射鏡だつ
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た．

　地下室の小さな研磨毫から，モ1タ1付きの自働研磨器を動かせて見せて

下さった中村さんは得意らしかった．

　地下室時代だったらうが，研磨墓の横の机に二三冊の婦人雑誌がのって居

た事があった．冗談事分に婦人雑誌と反射鏡の關係をきくと

　L磨いてみる時，あまり暇だから讃むのです「

との答だつた．誰でも反射鏡を磨v・た維験の人は直ちにわかるだらうが，一

生懸命に磨いてさヘパラボラにならないのに，雑誌を辛みながらとは，と，

かなり驚かされた．爪は依然として黒かったが．

　反射鏡の話は實に微に入り細を穿って居た．暗室に連れ込んでフ1コ1試

験を見せたり，李面鏡を二枚合せて，ナトリウムのD線で干渉縞を出してお

き，少し温めるとその縞が蹴れて行くのを見せて貰ったこともある．

　三十センチの屈折鏡と自作の十五センチ反射鏡とを，月面の同じ部分に向

けてkいて，像の鋭さを比較，自慢されたこともあった．

　野砲兵で，：六凡豊かの大男の中村さんには，優しv・親切な孚面と，光の波

長的な細心さがあった．そして不断の笑顔とが．

　幾度か花山を訪れようと決心しながら，生年のヅボラから今迄果さなかっ

た僕は途に花山における中村さんの活躍振りを親しく見ることは出田なかっ

たが，仙豪への往復の途中，汽車が山科にさしかSると常にあの銀色のド1

ムを車窓から眺めながら，あの大きな膿の上の微笑を想った，

　rli村さんの死を教室で友人から聞かされた時はひたすらに新聞の誤報を三

つた．

　そして今日まで全く自信孚疑で過して以たが，今朝到着したL天界「は君の

死を冷たく報じてみた．

　ひたすらに星を愛し，大室の美に憧れた君は何故に幸編たるべきその鹸生

を自ら縮めたのだらう・

　あの鐵の様な身膿と意志と熱情，そして絶えざる微笑，僕の知れる百弊に

おける君のアトモスフェア1は断乎として現實を否定せんとする，而も嚴と

して動かないのは冷い死の影である。
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　ボルツマンが自らの手でその生を断つた時，ある學者は云った

　L彼が行くところ常につきまとったのは“不幸”だった「と．

この言葉が中村さんの生涯にも適用出來るか否かは，深く中村さんの私生活

を知らなV・僕には，何等批判の償値はないが，外見上の中村さんは常に幸輻

さうに見えてみた・

　冷い数學と，高遠な力學で固くとざされてるた天文學の扉を次から次へと

熱情でおし開いて行った人，英のハ1シェル，米のバ1ナ1ド．恐らく後二

十年の生命を與へ7aならば，彼等にも劣らなV・アルバイトを残し得たであら

う惜しい人は去った．

　中村さんの學術士の業績を我等胡馬が批判するのは潜越である．然し山本

先生等と共に天文學の大衆化に努力した君の功績も永久に記念さるべきだら

う．

　鮮色な，陰欝な，そして因衣的な現在の學界に早し，自ら反射鏡を製作し

ては大衆に天界の美をわかち，筆をとっては天艘の観測法を，亦篇眞撮影法

を，反射鏡の製作法を普及せんとした君の努力は偉大だつた．

　短かったが花々しい努力の生涯を途って去った君の嬢よ，希くは永遠に若

き學徒達の辰星ならんことを！　　　　　　　10月28日　仙墓にて

　　　　　　　　中村先生の思ひ出

　　　　　　　　　　　　金　森　　丁　壽

　去九月二十三日目り當地で山本先生を生して天文學の講習會が開催されま

した．ところが二十四日の午後四時頃差然一大事件が突獲してしまひました．

それは中村先生の急死を報ずる電報が配達された事です．私は只，驚愕して

みるばかりで，何をどうどうしてよいやらさつばりわかりませんでした．

先生を篠ノ井騨まで御見逸りいたしました時はもう眞夜中近くでした．冷

い秋の夜風がつれなく自動車の窓からふき込みます．先生はかなしみのあま

り多く口をひらかれません．私はしっかに從ぴました．

　汽車はこの一大不幸の起つた事も知らぬ如くにしつかに六戸します．先生
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の御薗は次第次第に闇の中にきえてゆきます・私はたΨぼんやりと石像の如

くプラツトホ1ムにつつ立っていました・中村先生はたしかになくなってし

まはれたであらうか？どう考へて見ても本当とは思はれない．けれども先生

がお始りになったところをみるとたしかになくなられてしまったのだと思ひ

ました．

　今年の二月末，修學族行の途上，生徒と共に花山天文憂を訪れました．生

徒達は大望遠鏡をみせられ，レンズは如何にしてつくるかといふ事について

多大の關心を持ってるました．幸ひ中村先生より本館地下の研究室において

レンズ磨きの大要を教へてV・たy“きました．生徒は皆よろこびと驚異の眼を

みはるのみでした．地下室がせまv・ので十人位づx一一團となっておりてゆき

ました．：先生は非常に熱心に，而も詳細に説明して下さいました・生徒もつ

b込まれて我を忘れてモ1タ1の運弊するのや，ガラス板の廻蒋するのに見

入っております・時計を見るともう花山を出直すべき時刻は三十分もすぎて

ゐます．私は大攣失禮であると思ぴましたが，ド1アのところで，

　L先生どうぞ簡盟に御願ひ致しますn

とおそるおそるお願ひ致しました．先生はv・つものやさしv・二つきでこちら

it　一寸見られて，

　LはV・「

と答へられました．私はその時の様子が今まのあたりへ浮んで來ます．はじ

めてレンズ磨きの方法を知った生徒たちのよろこびは大小なものでした．花

山を下りつN中村先生の親切な事や，膿の大きい事等，それからそれと話し

ては笑ひました・生徒たちは今度の講習會で山本先生が御忌校になられると

いふので，大話よろこんでゐましたが，今度は中村先生のなくなられた事を

きいて大攣悲しみました．どうしてもそんな事はうそだと言ひはるのです．

たった十数分生徒はお會ぴ．したのみですが，中村先生の印象は非常に深かっ

たのです．何か關西族行の思ひ出話が出ると，いつもきまった様に花山の話，

それにつれて山本先生と中村先生のお話が持ち上りました．

　昭和五年八月末，私ぱ中村先生にはばじめてお目にカ＞sりましたがし沁み

やすい人「とV・ふ印象をつくづくと植えつけられました．本館のパルコ司に
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立って御郷里の物語りなどをよく一生懸命でなさいました．

　L大きな望遠鏡を持つ様になると皆なかなか観測してくれない．「

等とも話されましたが，私はこの御言葉が，なに故か一番印象が深いのです．

　今日，今までにV・たN“きました御手紙を響くり返してよんでみました．

　L小生が種々な事をやるのも將來一生使へる器械が出興るまでの練習で，ど

れも器械力の黙で少し進めば行つまります．天文ii謹が新らしいので何をする

か方針も不定であり殊に日本人のわるV・くせで何でもやって見たがるので色

々な鮎で迷ひます．「（昭和三年十一月二日）

と申されました．六年一月十日の御手紙には次の様な事もありました．

　LOO氏は天禮寓眞がすきなのであまり記録される様な観測はやらない人

ですから攣光星の親骨などはいくらすすめても手をつけ檬と致しません．但

し熱心さは大したものですから近いうちに花山天文墓より内容の良い天文豪

が關西のどこかに出來るでせう。小生がその設備につV・て相談相手になって

居ります■

とあり．そしてエロスについて興味ある御手紙をいたy’いております．

　Lエロスも数日前から覗差の測微朽野を始めました．夕十時孚と夜明け方丁

度エロスの高度が30。の所とで測るのです．一回の槻測時間は15分前後です

が床から起るだけが一時勢です．エロスは今ではすぐさがせますが，クモ糸

をエロスらしいものS上において一分すればエロスかどうか動き方で解りま

す。近々特別な目的でエロスの光度観測と高倍率観測を始めますつもりです．

これは最近に氣ついた事ですが，エロスが一寸長v・のではなv・か，共の樺圓

率と方向の観測に手をつけてゐます。それからエロスの憂光は範圃がへるの

ではないかと思ひます．一10。位になったら或は鍵光が極めて小さくなります

かどうか？肉眼の擬測では連綾してやると前の槻測が頭にあるので観測誤差

の1．5倍の所までは光度曲線が滑かになる方向に罵倒がひつばられ勝ちです，

爲眞はこの鮎割合に何度もくり返して測れxるだけに正確ですが撮影に暇をと

ります．「

　六年二月二十六日にはこんな御手紙をいたS’きました．

　L先日二十日頃の手紙に書いたエロスは私の推定が當つたのです，エロスが
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長く見えたのも面魂だつたのです．弓何れ廻りか，望遠鏡が小さいので分り

ません，週期は2時40分の二倍となるわけです．こんな形でせう．cつ簡軍に

長くなv・様です■

　先生から逸っていたk’きました攣光星観測用の爲眞星圖二十六枚が今は唯

一の片見となってしまひました．

　　　　　　　　　　未　知　の　先　生

　　　　　　　　　岡山縣玉島　安原久美子

　……まあ中村さんがおなくなりになりました由，驚き入りました・誠に惜

しい事でございますね，花山きっての勤勉家であb，且レンズのみがきのお

手なれでありましたと承ってゐます．前途有望な方を失はれ．ました事，返す

返すも惜しV・事でございます．

　人命はまことにはかないもの，まだ三十にみたなV・お年若とか・私はもう

四十位の方とのみ思うてゐました．世の申にはいらぬ命をもてあまして苦し

んでみる人もありますのに，若い有爲な人を召すとはあまにうらめしいでは

ありませんか．

　星室を仰いで淡い流星がありますと，すぐ先生を追憶します．お目にかか

った人でもないのにどうしたんでせう．自分でも不思議です．V・かに喜んだ

とてせんすべもありません．遙に御めい輻をおいのり申上げます．⊂手紙の中

から抄　　荒木健兇〕

　　　　　　　　　中村さんを憶ふ

　　　　　　　　　　　古　畑　　正　秋

　何と言ふ運命の仕業であらうか！何人も夢想だにもし得なかった事が既に

嚴然たる極冠として時の掌中に固く隠されてしまってみて，人間の力で最早

如何ともする術がない．Lあの中村さんを如何なる天の意を以てしも此世から

去らしめる事が出來るものか．未來の画きv・約束と，凡ゆる天文關係者の期

待とを裏切る事が，如何に紳なればとて出汁るものか！「中村さん急死の電報
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を手にして私はさう否定し，憤激せざるを得なかった．然し此の固V・確信も

現實に破られたのであってみると，驚愕と，悲歎と，淺念さとが交錯して轟

轟を突かれる思ぴである．天才は薄命である，絵りにも惜むべき此のさだめ

が，終に氏をとらへてしまったのである．天才が其の天分を磯隠し恕した時，

其の生命を奪ふのが天祠1の掟であるのかもしれない．思へば氏の今迄の業績

は天才人としての偉才を充分に獲面し面してみる．然し然し我々は氏に更に

超天才人としての生涯を今後に於て期待してみたのである，非凡な才能と技

彌とを將來に於て更に更に急いて貰ひたかったのである．今更取返しのつか

なV・事とは知り乍ら，どうしても諦め切れぬ所以である，何とか出師なかっ

たものかとの未練をどうしても捨てる事が出來なV・のである・

　氏の面素上の天才的優秀さは今夏喋々する迄もなv・が，私としては，科濡

者としての氏よりも，人としての氏の追憶を忘れ去る事が釣魚ない。勿論氏

に接した時日も長年月に渉つたのではない故，或は氏の全貌を霊・くし得なか

ったかもしれなV・が，私の心に映じた儘を少し記してみたいと思ふ．

　一度でも氏に接した人は誰しもあの六八の腿身匝に相託しい大海の如き圓満

且温和な人格の持主であった事を知られてみると思ふ．文字通り温かみのあ

る人，親しみのある人で氏はあったのである．私が始めて氏に會つたのは確

か中心五年生の十二月であった・諏訪の三澤先生宅へ來られて，現在自分が

使用してみる虚無赤道儀を世話された時であった．五沢に足りなかった共頃

の私は氏と並んで歩くと丁度上位迄しかなく，大股でどんどん歩かれる氏の

後を走る様にして随いて行き乍ら，あの温良な第一印象を焼付けられてしま

った．其後度々花山天文蔓に滞在する様になって朝晩親しく氏に接し，一方

ならぬ御厄介になるに及び，釜々此の印象を始められてv・つた・

　丁度花山に小犬が生れた時である，朝起きるから三審む迄，あの大きな全

身を子供の如く喜びに満たせて，しちび「，　しちび■と可愛がられた姿を忘れる

事が出來ない．昨年の夏も私と共に毎日飲かさす稚児ケ池へ泳ぎに出掛けた

が，共時も必ずしちび「をつれて行っては，一緒に泳がせるのであった．自分

が泳ぐ事よりしちび「を泳がせる事により多く喜びを感じて居られる様であっ

た．叉花山の南の構内に時々顔を出す小兎の寸寸に一生懸命になる様な童心
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の持主でもあった．此の兎の事については，今年の天界六月號の観測帖に迄

書かれてあるが，之を見た時私は思はす氏の童心，聖心に微笑されでしまっ

た・此の一事を以てしても其の性格の一端を覗ぴ得ると思ふ．實に稀なる人

格者である，而かも世聞によくある，L沈獣，石の如き「型の人格者に非すし

て，明るく温かき人格者であった．それだけに誰でも心から親しめる人であ

った．一般に天才的の人は幾分鍵人めいた所があるものであるが，中村さん

だけには，さうした所を微塵も見られない．時として意見の衝突を起し易い，

一本氣なものであり勝ちな働者聞にあって，全然人に悪印象を與へる様な事

がなく，どちらへ向いても基くをさめる事の出触る稀な性格の持主であった．

と言って長上の人に故意の遠慮をするとか，詔ふと言ふ様な事は全然ない．

而かも我々年少の者や氏を崇敬する一般素人に愛してはどこまでも親切であ

った．一昨年十一月末であったか，私が花山．を去る時，重い族行鞄を，渤め

られる儘に棒に通して，前を中村さんに澹v・で戴いて，小さい私が後ろにな

って，山科への近道を馳け降った事があった．丁度氏も自宅へ賜られる時で

あったが，其時の親切さは未だに忘れる事が出來ない．中村さんに直接接し

られた人，望遠鏡について世話を受けられた方は，皆恐らく此の事を感ぜら

てるるであらうと思ふ．

　偲べば偲ぶ程，天稟と人格とに満ちた存在であった．如何で之を惜しまざ

るを得べきか．如何で之を悲しまざるを得べきか．

　今回氏の記念號獲刊の由を聞ぎ歓喜にたへす，氏の追憶を更に新たにする

意味に於て，氏の生前を偲び，思ひ出つる儘に拙なib－Eをとった次第である．

氏の霊よ瞑せよ！

中村要先生ご私
　　　　　　　　　　大阪南支部員　　北　村　重　雄

　去る9月25日，午前5時孚に起床した私は折柄投入されたばかりの，大玉

朝刊に目を通した瞬間，思はすあっと叫びました．L少肱天文學者，中村要論

○○す．「それは何と言ふ悲しいニユ1スだったでせう．
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　其の数日前，支部長伊藤兄から先生が榊経衰弱でお困りとの由を承はつた

ので早速お見舞状を出して置いたのでしたが，甑に花山に居られなかったか

ら，お手に入ったかどうかと思ってゐます．私は少時，無量自失してゐまし

たが，やうやく我にかへって同志に電話しましたら，一同皆驚くやら，嘆く

ばかりでした．事幽趣自身も牟信雫疑でしたので，不取敢御實家へお悔み1伏

を出し，只管哀悼の意を表し乍ら，確實なる本會よりの詳報を待ちましたが，

今朝L天界「11月白に依り其の動かすべからざる事連なるを知り，今夏の如く

涙新たなるを畳えます．玄玄に先生と私との奇しき交遊を追憶して，’今頃宇宙

の何庭かを天駈りつSあるであらう先生の御湿に呼びかけたく思ひます・

　私が初めて先生を知ったのは去る昭和4年末，私が本會に入會の時でした．

まだ其の頃は入會に，會員の紹介が要った時でしたが，一人の知人も無かっ

た私は，自分の愛讃してみたL趣味の天艦観測「の著者である先生に突然葉

書を出して御紹介をお願ひした庭，直ちに御快諾を得たのでした・

　以來すっと文通に依る御指導を仰v・で來ましたが，昨年7月に入って，止

み難き望遠鏡への憧れと費用上の御相談を致しましたが，先生は貧しv・私に

ib　lzく御同情下さいまして，御多忙中にも不拘，7センチ鏡をお磨き下さい

ました．そして9月24日私は花山を訪ふて先生に初章面し，樽内を案内して

頂き，詣りに7センチを澹いで喜び勇んで幽暗な花山道路を下ったのでした．

降って今年初出より當支部設置の記念集會に先生の御光勲をお願ひして，こ

れも叉お聞き納れ下され，去る1月7日夕，天満橋に先生を迎へ，本部へ御

案内申上げ，御霊りも同車して御逸りしたのでした・實にこれが先生を見る

事の出鼻た二度目にして且つ最後だつたのです・先生の死は，先生のみを唯

一の光明，先導として來た私に取って，全く致命的の打撃でした．冥途遙か

なる趣味の道への精進に，私は今後如何に欄みと淋しさを持つ事でせう．世

界財界の一大損失，花山の不幸は甚大です．鴫呼，先生よ．何故死んで呉れ

ました！．諦めやうとて諦められる事でせうか．先生の遺著二冊を抱きしめ

乍ら昨夜も又感慨に耽った事でした．かくして私にとって9月24日こそは生

涯を通じて悲喜交々の忘れ得ぬ思出の日とはなりました．大津市外眞野村の

墓地に淋しく眠る中村要先生よ！冥せられよ！貴下の學的名聲は燦として世
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界天文學史に永遠に不滅の光輝を放つ事でせう！・

　先生の冥輻を坐り乍ら，生前その恩義に報ひ得ざりし悲蓮を先生の墓前に

謝す日の近V・事を誓ひます．あS，悲しい哉！　　　　（昭和7年10月27日）

（爾先生より頂いた都合9逓のお便りは，襯測帳に貼り込んで永久の記念に秘藏）・たし

ます．）

中村さんの追憶

紀伊小謡孝二郎
　私がはじめて中村さんに御便りをいた貸いたのは，大正十年の十一一fiはじ

めの事であったと記憶してみる・何でもL’獅子座流星群の同時観測をしたV・が

ら是非やつてくれ「といふ意味のものであった。當時私は岡山で學生生活一し

かもかなり窮屈な寄宿舎で一を途ってみたのであるが，取敢へすし出早るだ

けやって見ます「といって御返事した．越えて同月十二日の夜突然中村さん

から電報でL明十三日二時から三時までやってくれ「と通知を受けた．流星観

測は其の年の：夏はじめてやった様なことであって，良成績は：とても望まれな

かった．しかし，とも角一時聞の観測から十三個の流星を観測した・翌日は

すぐ観測を中村さん宛に途つたが，はじめからあやぶまれてるた様に基線が

長すぎた事から，同一流星は見られなかった旨御知らせがあった．

　この事があってから中村さんとの間に手紙の往復が重ねられる様になり，

色々御迷惑をかけたり，無理な御願ぴをした様なこともあった，しかしいつ

も御親切に御教示をいた璽いてるたのである．

　はじめて御會ひする事の出來たのは翌大正十一年八月であった．中村さん

は，多分水野千里先生の御招きで岡山で天文講演會か何かに來られたものと

記憶してみる．一目見て其の偉大なる薩魑に驚いたが，其口から出る物やわ

らかな言葉に接して，云ひしれぬ親しみを感じたのである．翌年の夏には私の

郷里である津仙市に中村さんを迎へて，美作支部主催の天文講演を御願びし

た事もある．共の時は水野先生も御出で下さって院庄の藷蹟をおとつれた．

　大正十三年の夏は申村さんの宅に参り，一夜を天文談にあかし御厄介をか
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けた事もある・爾後は京都に出る度に立寄らせていたN“き，望遠鏡に，観測

に，啓飽していたy“　Vlfe事は實に多い．

　私が紀伊の方へうつってからも同じく交際を績けたのであるが，こ玉に一

つ面白い思ひ出がある・時は昭和四年の一月十三日．中村さんは和歌山高商

の20Cm反射赤道儀取附けの爲志和せられ，共序に私の宅まで足をのばしてい

た穿いたのである．南國の冬は實に暖かく，中村さんは度々しこの寒中にこ

んなに暖かいとは實に想像も及ばぬ．京都であれば四月のはじめ位に相心す

るコといはれた．此の日朝の十時頃こられて一日をぶつ通して天文談に花をさ

かせたのである・正午すぎ白亜紀の化石で名高vo鳥屋城山（海抜300cm）に登

戸山上で数時聞を過したが，此上でも些の寒さを感じなV・程であった・夕食

は牛肉のすき焼で，二人して一升飯をペロリと李らげて家内の5のを驚かし

た．中村さんは人も知るE腿，二十貫以上ある方であるが，私も十八貫近く，

あまり固い方ではなV・・エネルギ1保有にもこれ丈のものは必要かも知れぬ

が，よく食べたものである．

　私が流星課の仕事を引うける様になってからは，一一一waの激働を受けた．時

には色々皮肉らしい事まで申されたが，かみしめて見れば見る程含蓄のある

言葉であった．微光流星の元徳である氏はシブスマン彗星出現後，数人の微

光流星観測者の出られた事を喜ばれると同時に，その結果を常に氣つかはれ

て居られた．

　私が最後に御會ひしたのは，本年八月二十日である．丁度由本先生の御招

きで花山に参少，張るレオニヅの打合せをしたり，天文蔓の圖書室で流星に

心する文献をしらべたりしてみた時であった．御病氣とかで郷里にしばらく

居られ，其の日面山せられたので，私は地下室に御心ねして種々御話をうか

がった．二二十一日には私は金屋に蹄つたので，共後の御要子は知らなかった

が面倒氣で天文蔓に御はたらきになってゐらるN事と信じてみた．

　今や其の人はない．レオニヅの大出現を繭にして亘星はつV・に影を渡した

のである．私には夢としか思はれなv・．花山の地下室に作業せられてるる君

の姿が再び見られぬとは信じられぬ．30cmの大赤道儀を操ってゐられる君の

姿に永久に逢はれぬとは信じられぬ．
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　然し乍ら天才中村氏の逝った事はもう動かす事の出來ぬ現實である．日本

の天文學界にはもう氏を持つ事は許されぬのだ！我々凡才の幾十幾百が幾年

かNつてもなし得ぬ事を，氏は十年の短日月で只一人で成しとげられた．私

は氏の遺された偉業を讃美すると同時に，氏の歩まれた足跡をたどって向後

の天文學界に微力をつくしたV・と思誌．．　　　　（19詑．11．1．）

　　　　　　　　　Japanese　Eagle－Eye！

　武藏野の草葉の蔭にすだく虫の聲ようやく絶え，天下の秋たけて，そS’う

ものSあわれ胸にしむ時，鬼才中村民室しの報，一入我が心を打つ．一昔偉

才佐々木氏を失ひ，今叉この悲報至る・天春秋に富む身に何故か崇る．故郷

のK氏より中村氏の鋭眼を聞きでものせる一篇をさXぐ

すばる星
キミ

君あり　と

そのかみの

廿一親し

我のきNにし
黎みまほし

　　マナコ
その眼
　　タマ
のぞ魂よ
ロト　かワ

永遽の

今は空しと
Cometの下

眠り安かれ

すばる星
君あり　と

人の今

廿一回し

我々語りし

如何が思はむ

Zodiaca’L

流れ星

淡き勇の

Iightの如く

清ゆそのままに
姿あわれや

いさおしは　　　星の守人

朽ち果つも　　　我等たSえん
Japanese　　　　　　eag】e　eyeと

　（昭和七年十月骨八日，東都にて一友）
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暗！！中村要先生

大阪南支部幹事伊達英太郎

去る9月25日大阪毎日新聞朝刊紙上にて中村要先生の御不幸が傳へられま

した時，新聞の誤根だと思はれた方は私一入ではなV・でせう．八月末來御三氣

で自宅で療養して居られる事は聞いて居りま

したが………勝りの事に今は只薄然として居

るばかりです・先生のするどい眼視観測，凹

面下物そして鶉眞レンズの完成，果してこれ

丈の事を一人でなす方が今後あるでせうか．

　實に先生は學界の一大彗星でした．忽然と

現はれて偉大な仕事をなし，重要な業績を蜷

されつつ忽然と三物線軌道を描かれて清えて

行かれたのです．

　微光流星の観測，小違星の磯見，天降爲眞

術，火星の闘測，反射望遠鏡の普及四達，凹

面鏡，レンズの研磨法，望遠鏡の使用法等一

として先生の車力に依らないものはないので

あります．

　花山を訪へばいつも笑顔で迎へて下さる尊

顔が目前に髪髭として見える様です．思へば

昨年9月24日大阪南支部員一同花山を訪れて

考
．
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中村先生の筆蹟

中村先生に御近・付になってより満一年の9月24日亡くなられたのも何かの縁

と思って居ます．

　最後に幸にして先生の磨かれた反射鏡を有せらる人はそれの最高能力を喪

揮せらるる事が今は亡き先生への最良の御恩報じであります．

　終りに中村先生の震の安眠を所って筆を欄きます．　　　　7・11．2．
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大阪南支部の集ひ　（左からr人目が中村先生）

　　　　　　　　　　　　L亘星地に墜つ］

　　　　　　　　　　　　　一ド　　保　　　茂

　黄道光課通信の第一行を見た時，先づ自分の眼を疑ひ，次の瞬間荒木兄の正

氣を疑ひ，そして第二行を見て思はす口をついて出たのはこの一語でした．

私の全身の」血はしはつ「と頭に逆上するのでした．

　L亘星京師の零に墜ちて再び蹄らす「今も私の頭は完至に牛衝を失ってゐま

す．

　L實に御親切な方でした「私のつまらない愚問にいつもかし“さす御返事を下

さった．反射鏡のことで二度，オツトエ1の封物レンズのことで一度，天艦

爲眞とプロミネンスの眼覗観測のことで一度，それから今春光度計のことで

一度，御教へをいたし“いたのを記憶してゐます．

　最後に八月北極の天と比較する光度計についておきNしたのに，九月十四

日大津の清印で，L御手紙受取りました．三六六六中につき御返事遠慮しま
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す「との御葉書をいたy’いたのが先生からの最後のお便りとなってしまった．

そしてつまらぬ質問で最後まで御心配をおかけした事を深く後悔してみるの

です．

　先生と私との聞は最後まで直接お肩にかNることなしに魂と魂との交渉一

一こう私には思へて仕方がなV・のです一一に終ってしまいました．私はこれ

を反ってロマンチックな，何となくこの上もない尊いものとして，V・つまでも

やわらかいヴエ1ルをかぶせて，魂の底深く秘めておきたいと思ってゐます．

　今にして思ぴ出すことがあるのです．何日であったかはっきり記憶しませ

んが，二十日すぎであったことはたしかです．中村先生にお見舞をさし上げ

樺と思って，絵葉書に文句を書いてみて最後の一句に，し一日も早く御全快の

上星雲の彼方への御飛躍の日早からんことを所グつて何氣なく書いてしま

ってしはつ、と氣がついて，　これは馬鹿なことを書いたとびっくりしました．

そして何か不吉な豫感がして，この一句が一日中氣にかNつて仕方がありま

せんでした．この葉書はとうとう投函せすにしまひ，この間別に書いて差上

げたのです．

　はからずも先生の御魂は，星雲の彼方にお去りになってしまったことを知

って，今更あれ・は私の第六感であったのかと魂の交渉などL生意氣な言葉を

使ったのです．

　ついでに愚作をお笑いまでにお口にかけrます．

　　　　　　　　　　　　　中　村　先　生　に

　　　　　　　　　巨星1

　　　　　　　　　天空を比して光り輝く巨星．

　　　　　　　　　花山の空に颯爽と仰ぐベツレヘムの星

　　　　　　　　　宇宙，あし宇宙．

　　　　　　　　　宇宙ζそ君のものだ・

　　　　　　　　　君こそ正しく宇宙の子だ．

　　　　　　　　　そして，

　　　　　　　　　光！

　　　　　　　　　光こそ君のものだ・

　　　　　　　　　君こそ　まさしく光だ・

　　　　　　　　　紅！線！七つの彩り，
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そのすべてを合せ容れて，

猫自な輝きを放つ白毫の光・

春の日光のあたたかき心

秋の紫外線のll青熟

天かける流星！

星座の問にひそむ彗星，小遊星．

君こそまさしくそのi姿を見た，

そが語る宇宙の神秘をきいた．

全勇，これ叡知のまなご，

磨かれたる百吋のひとみ．

圓鏡！

君こそ正しく大西鏡

比なき紳のたくみと，

くもりなき心の正

忌が頭上から立のぼる銀色の光輪，

その反射は人の世に宇宙を與へた．

鋤物線！

瀞の國に連る忌物線の軌道．

あN九月二十四H，

巨星，永遠に飛躍するH．

花山の碧空κ；，

白く輝くドーム・

これこそ君が地上に淺した記念牌だ．

そして夜は天空の大ド1ムを仰げ，

そこに君が名をたたへた不滅の文字がある・

あX宇宙と共に永劫に光をはなつ，

巨星！中村要先生！

御逝去を悼みて
　　　　　　　　東京杉董匿女子大學藪學部　　山　下　節　子

　9月27日，父から大阪毎日新聞が郵逸されて來たので，またきっと評論か

何かの画白v・のが載って居るのだらうと思ひながら，何げなく帯封を切って

みた私は，そこに大きな活字で書いてある中村さんの死の報導を見て，た穿

ft　k’自分の眼を疑ひ，且その事實を怪しむばかりでした．私の剃炉に居たこ
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ろ，毎月の例會によく出席貸さつては，：專：門の望遠鏡の講演等をして頂いた

頃の中村さんの，元氣に満ち満ちた，すぬけて脊の高い艶姿が今もはっきり

と思ひ浮んで参ります．また，二三年前の冬の夜に，野駆校の先生の御引率

で花山天文墓を訪れた時も，非常に御多忙であるにも拘らす，すべての知識

に乏しく，何も勝手のわからない女學生の私共を，親切なる御指導の下に，

月，木星その他を観測させて下さった事は，その時の私達数名の者にとって，

永く永く忘れる事の出妙ないよき思ひ出なのです・

　多年昇騰のために貢献された中村さんの偉：大なる行跡に卑しては，この私

の知って居るより以上に，世の多くの皆様が御存じの事と信じます．簡軍な

がらこNに重んで哀悼の意を表します．　　　　　（11．L1932）

中村要町の計を悼む

　　　　　　　天山詞滴滴満洲支部幹事西岡永太郎

　科學垂報の廣告欄に，L惜まれし天才的観測家の最後の著作「として，中村要

氏著天燈爲翼術あb．ノ・テナ中村君は逝かれたのかなと，疑念に駆られた．

しかし死ぬ筈はなV・と思って居た．次で來た天界十一月號のag一一頁には，此

の計を怪みながら，驚きながら，疑ぴながら，最後に其の事實なるに憤概し

ながら報じてあるのを見るの止むを得ざるに立ち到った．夏に天文月報十一

月號に計報あ砂て，氏は春秋當に二十九歳と記されてみた．天若し籍すに壽

を以てせば，氏は斯道に於ける世界の第一人者となるべきの腕と頭とを有せ

し人なりしを，草岡惜むべき哉．

　回顧すれば七年の昔一月二十日，余は七センチの望遠銚を携へて，乃木將軍

とステヅセルの名に依りて有名なりし水師戦費學堂の生徒に，太陽黒子と金

星とを見せしめんが爲め，同月堂を潤びし事ありき．業を了へ蹄りて見れば，

コワソモ如何に，朝時何の攣りもなく別れにし荊妻，夕にはニツの眼堅く閉

ぢ，一ツの息常なへに絶ゑ，呼べど答へぬ姿となり果て，永久の眠に就き居た

るなり．人生の果なぎ事事之を面の実り知れり・されど中村君があの年歯，

あの鎧格，あの元氣，あの熱心さを棄て，天の彼方に昇られたとは思はざりし
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なb・今亡妻を記念する爲，中村君に，十五センチ反射鏡の製作を依頼せし

に，快諾の榮を得たるのみならす，氏の好意特に破璃鏡の裏に

　　　　NKM24－1926－NoV，

　　　　　　　　ロ　　　　　　F　＝・　1．．24

　　　　K．Nakamura，1naker

　　　　　　　Iくアoto

　　　　　　　　o
‘‘

she　memorial　of　late　Mrs　Sono　Nishioka．”

　　　　　　N［aker　NK，

と彫刻して，其製作の所以を録されぬ・岡らざゆき，これやがて，製作者を記

念するの挙手とならんとは．純感余の如き者も亦湧果たる流涕を禁ずる能は

ざるなり．

　余は思ふ，中村君は，一個入私有の中村にあらすして，天下國家の至寳の

公器なりしなり．否唯に一邦家の至寳の公器のみに啓すして，將來全世界天

文學界の党弊公器となるの人なりし：なり．然るに天の無清なる，讐此至寳公器

を，其の秀でざるに先だち，苗にして枯らせり∴天下廣しと錐も，之を覚め

て再び得べからす・貴其の無構を憤らざる’を得んや鳴呼．

　栴檀の苗にして枯るる，之を惜しむの情，貴唯余一人のみならんや．余は

切望す，満天下の偉才，世界斯道の公器となるべき素質を有する人々よ，願

くは自重して公器を殿つの轍を践むべからすと．此の悲哀の中，しかく警告を

焚するの止むを得ざるを痛切に感ずるものなり．

　筆を欄き瞑目合掌し，曾て君が江つから撮られたるものなりとて，京大天

：文毫準備室に於て，親しく余に贈與せられたる，Lオリオン■大氣歌星雲の寓

眞を置き，君の露を弔ひ奉る．六十三の老翁西岡永太郎　芳涯誌す，

　　　　　　　　　　　中　村　先　生

　　　　　　　　　　松本支部幹事　上條清人

　天界十一・・月號を十月二十八日に見ました．巻頭の急告を見て實に驚きまし

た．どうして迂かれたのか更に判りませんが，………私は，先生が私の爲に
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造って下さった九戸．ンチの反射望遠鏡があります．ほんとうに先生が造って

下さったので，各部分毎に銘を打ってあります．今から思へば實に先生の形見

であります．私が始めて先生を知ったのは大正十年頃でしようか，縣の主催

で天文講習をニケ所で開催しました，其の時山本先生に随行されてホンの書

生姿で來られたのが始めでした．其の後，昭和二年でしたか，素地七ケ所で天

文講習をすることになり，先生をお願しました．私は其の後先生にお口にか

Nる機會がなくてしまいました．が，文通や反射鏡の鍍金は常にお願して居

ました．先生の著書は何時も眞先き購入しました．鳴呼先生は今は………

　現し世に生きとし生けるもの，死ぬちうことを発れ得ぬ理りとは云へ，未

だうら若き，且つは是れより成すあらんとする先生を，………散る花の如く，

源の枝には返るまじ………鳴門

　されど先生が立てし功績の貴さは，語り縫ぎて栞となし，記し置きて鑑と

なし，芳しき名は辛き磐に刻まれて花山天文墓に残されん．自滅は天に登ゆ

て星とも現れん．けれども先生の御三は………鳴呼

　自村先生の御死去には實に驚きました・私は目下健康を害して休んで居ます，随っ

て牧入の道が切れて生活に追はれてるます，幾分逸難し度いと思ひますが目下の所困

ります．

　先日も其の後どうなったか，高校生徒から何の通知もありませんでしたから失禮し

ました・原稿をとの御事ですが漸く同封しました・字を書い・てはいけない事になって

ゐますからどうぞ御推察下さ〉・　　　　　　　清人
　　　　　　　Ilt本　先　虚

辞 ＄目

JU　N

　中村氏はほんとうに星を愛し，ほんとうに天文が好きだつた人であります．

　氏の特技がLensみがきであった事は周知のことです．

　けれども氏のLensみがきはLensの完成が目的ではなくて，　しこれによっ

て星を見る爲だ「と繰返して云はれた言葉に深v・感銘があります．

　氏は自分の仕事におそろしく自信のある人でした・

　それは涙ぐましい迄に努力することによって自己の中にいさSかの淋しさ
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をも留めぬ心強さのある自信でした

　氏のikられたMirrorやLensは，私の聞いた限り，一つ一つが傑作と人々から

呼ばれ，自らも「よく出來たと喜んでゐます」と廣言されるものでありました．

　ほんとうに字義通りに玉を磨く人であったのでせう．

　中村氏は何と云っても大高高家でありました．

　傍から見てみても，ぐんぐん仕事をやってゐられることの解る人でした．

　氏の揚力L星との生活「が氏の生活の大部分等と云ふのでなく，そのま」正

しく全部であったと云ぴ得ないでせうか．

　品々と，日曜の午後．地誌室の工蝪でLensを磨く氏の姿，夜來の雨が何時の

間にか晴れた曉の一時間にも白い観測眼が爲眞板の数枚を力践えて降りて來

る，そうした氏のProfileを見てみる私には，中村氏の完結された人生が話説な

反省を喚び起こさせ，一人の眞面目な善き先輩を失った悲みを彌が上にも深

からせます．

　氏は遠來未知の初心者にも極めて親切な温い人でありました．

　私自らがその試験を持つ者であります．

　恐らく氏が斯かる訪問者に封ずる氣持はL有朋自遠方來不亦樂乎「と云ふ論

語壁面の一句の感激そのものであったのでせう・

　L星を眞に愛する人「と云ふ意味が，amateurと云ふ紅毛人のことばに成語

の形を得るならば，氏こそは眞に偉大なamateurであったでありませう．

　或る夜，氏は自作の反射鏡を持出して私の爲めにSwan　N　ebulaを探出して

呉れられました．私がちっとこれを凝視めてみる時『私は氣持のくしゃくしゃ

する時や，何か斯う物足らぬ時，只もう斯うして彼方此方の室を眺めるので

す，すると不思議に氣持がすっとほぐれて來ます・ね，これは美事な白鳥の

形でせう』と，如何にも乱しさうに囁かれるのは正しく氏の聲でした．

　事務的な器械的な星の観測に永年渡頭してゐられる氏が何時迄も斯うした

星の美しさを，知り出してまるで聞の無い人々の味ふ様な感激を賦してゐら

れるのに私は驚きの目を瞠り，深く打たれた事でありました．

　中村氏はまことに星の光の中に人生の明るみを見出し，その光明の星の爲

めに人生を苦しみ通ほされた人と云ってよからうかと思ひます．
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今氏を思ひ出の世界に視る日，一片の私悟を述べて氏の追憶をする次第で

あります．　　　　（＋一月三日・花山にて　島本一男）

中村先生の思ひ出
山 本 遇

　私が中村先生に初めて會つたのは，大正十四年，小出五年生の時だつたと

思ふ．夏の或一日，堂々たる一人のL兵隊さん「が岡崎の宅を訪れた．愉快

な難詰の後，魚食となって，大きな丼を二杯もZFげられたので喫驚したのを

訴えてみる．今から思へぽ，それが中村先生だつたのである．

　先生が軍隊から蹄られてからは，時々：先生の温顔にも文にも接するように

なった．そして，今年の五月から，私は花山で先生と起居を共にしたことも

あった．

　先生は人も知る通り稀代の鋭眼の持主だつた。私には，ぼんやりと星雲の

様にしか見えぬプレヤデスを十何個とかに見分け得たと云ふ，その眼を以て

花山では小遊星の測微槻測や微光流星の観測等を受持ってをられた．

　天文憂に於ける先生の生活は，眞に暇のない生活だつた．他の者がテニス

をやったり，ラヂオを聞いたりしてみる時も，一人で鏡を磨いてをられた．

私田がトラムプに飽V・て雑談に花を険かす時も，タイムを妬む先生の聲がド

1ムに響bてるた．

　先生の生活には，私達の所謂L趣味■がなかった．L漏しみ「といふべき物が

なかった．が，先生にとっては，研磨機の前にすはる事それ自盟が趣味だつ

たに違ひない．ド1ムをまはす事がEPち先生の樂しみだったに違ぴなV・．極

言すれば，先生の生活がそのまま先生の趣味であり，樂しみであったのだ，

と，私は思ふ．

　有名な先生の眼に，攣調を來し始めたのは，多分今年になってからだったら

う．そしてその攣調の度合は，春になり，夏になるに從って次第に進んだ・

それは凱覗だつた．そして，何れが原因であったかは知らなV・が，その頃か

ら先生は又，不眠のために欄まされてをられた．多大の不便を忍んで，初め
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て眼鏡を掛けられたが，何うも思はしくなかった．途に夏もなかば過ぎて，

口跡療養のため月越せられたのである．八月二十六臥花山でホイツプル彗

星を再護国した時，今夏のやうに，L先生さへるてくれれば「と思はせられた．

　九月二十四日の書過ぎだった，私達が先生の計報に接したのは．その時の

私逮の驚愕！取敢へす弔電を打つたものの，．翌日の新聞を見る迄は，私達は

悲歎に暮れながらも，誤報の二字に一縷の光明をかけて夜を明かした程だ

つた．

　それから一週聞ばかりといふものは，宿舎の一同は魂の抜けた人聞の様に，

ぼんやりとして日をおくってみた．特に，日常起居を共にしてみた私達だけ

に，その感動は殊に激しかった．

　あk，今こそ，先生の爲された十二年間の威績の，如何に大且つ償値ある

ものだったかが，はっきりと判る時が來たのだ．

　私達が，先生の跡を偲びつつ，斯界の獲達に．貢献する時，そこに先生の永

久的安息所’が見出されなければならぬと信ずるのである．　（7，11・5・）

REMINISCENCE　OF　A　YOUNG　OPTICIAN，

　　　　Late　Mr．　Kaname　Nakamura．

Yasuaki　lba

　A　great　sensation　was　aroused　at　the　news　in　the　”Osaka　Mainichi，”

reporting　the　sudden　death　of　Mr．　Kaname　1　akamura，　of　Kxvasan　Astrono－

mical　Observatory，　which　took　place　on　the　24．th　September，　at　his　private

residence　in　Mano－mura，　the　lal〈e－side　villa．cre，　near　Ohtsu．

　This　lncident　is　not　only　a　blow　to　The　Kyo亡。　Imperial　University，　but

deadly　detrimental　to　the　amateur　astronomy，　for　no　longer　superb　optical

parts　can　be　had　from　this　most　trandescent　optician　who　had　combined　talents

of　Calvey，　Clacy　and　Metcal£

　He　was　born　in　t　go4，　as　the　second　sQn　of　Mr：　Atae　Nakamura，　who　occupied，

the　post　as　Villa．cre　Mag．　ter　of　Mano，　a　quiescent　village　looking．一　down　on

picturesque　Lake　Biwa，　and　had　a　burning　aspiration　for　the　heavenly　science



49系． 追． 憶

since　in・’cyadle．　After　e．’raduating　fi’om　Doshisha　Chu，g’aku，’a　mis’siQnary　school

in・．Kyoto，　he　entered　Kyoto．　，lmperial　Universit．y　Obervatory，　then・　situated　in

the　town，　as　an　Assistant－observer，　at　his　eighteenth　year　．of　a．cr．．e．

　　Under　the一　assiduous　pat’ronage　of　Prof．　Dr．　1．　Ya’mamoto，’　the　Director，　he

worked　hard，　day　and　ni．crht，　and　attained　mai’vellous’ 狽≠撃?獅狽刀C　especially　in

oPtical　res’earch．　No　one　could，　and　hereafter，　cope　with　him　in’　the　alacrity

with　which．he　nlade　progress　；and　his　bright．fh亡ute宙as．inuch　exp6cted　by

all　those　concerned．

　　Recently，　through　the　courtesy　of　the　Director　who　always　accepted　his

overtures　re　oPti．cal　research，　his　laboratory　could　add　a　new　polishin’ 〟@machine，

capable　of　making　mirrors　or　lenses　up　to　30’f　aperture，　with　full　sets　of　acc－es－

sories，　which　J．　Nishimura　＆　Sons　constructecl　under　his　design．

　　He　Nvas　very　complacent　with　it，　and　was　about　to　initiate　23．i／2／！　f4・

mirror　after　Yerkes　tYpe，　and　i3」6”　fs　Petzvals　together　xvith　7％”　f4．r，　triplet，

aRd　and．　i，　Iso　g’i　obje．　ct　glass　for　their　．ffuidin．cr　telescope，　on　behalf　of　the　xvriter

’for　use　in　asteroids　and　cotnet　swegpine．rs．

　　Piate　No．　i　illustrates　i　of’　f3．8　Re　tlectov　w　ith　4”　sruidin．tr，．　telescope　of　the

’same　type，　owned　by　Mr．　Shikuji　Shibata，　of　Kyoto　lrnperial　Universit：r，　which

was　made　by　Mr．　Nakamura，　at　the　works　of　J．　NTishimura　＆　’Sons．

　　’1’he　said　mirror　was　ground　and　fi．c．r．ured’　xv・ithin　a　week　at　his　leisure，　and

is　rendering　very　satisfactory　service　to　the　owner．　The　largest　object　．crlass

he　made　was　7％tt　aperture，　as　per　plate　No．　2，　xvhi’ch　he　completed　in　i　o

days，　without　neglecting　his　observation　werk．　He　made　4％i！　f4　triplet　fi）r

his　own　use　and　actual．　time　for　its　conipletion　was　i　7　day’s．　・　Just　prior　・to

his　death　heωmpleted　a　Petzval　lens　with． Tノノaper亡ure．　Mir．1・ol’b　h6　tロmed

out　e’?モ??п@’270　in　all　sizes．

　　The　writer　often．saw　Mr．　NTakamura，　dozing・on　．　a　sofa　bY’　thle　side　l　of

of　g．　rinding’　’machirie｝　runnin．cr　by．　motor，　replenishin．cr．　ener．cr．　y　for　vigorous’obser一

’Vati6ns　a，t　night’　He’had　no　hobby　whatever，　save’optical　and　obseryational

works：　Oh　every　Tuesday　he　came’down　from　Kwasan　to　the　town　’and

his　destination　was　aJways　confined　to　the　University，　the　woi’ks　of’ i．　Njshin］ura

＆　SOns，　to　supervise　ziss’emb｝ing’the’　parts　of　telescope　and　its　testing，　and　the

only　rec’窒?≠狽撃盾窒堰@that　tickled’　him　’was　to　g．　et　cah　dy’and　sweets　at　a　cQiifection－

ery　on　h：is　xvay　back．t6　the’　Observatory．
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　　NVhen　franchised　from　his　busy　routine　xvoi：1〈，　he　was　at・　the　clesk，’　writing

letters　in　reply’．tg　inqyiries，re　“？nod・tc，g　ol？eTan｛li”　of　teJescQpes，　prt／）s　and　coi｝s

gf　refracto．rs　’and．　・refleg．tors，　and　mode．　of　visual　and　pho’gos’i‘aphic　observations，

etc．，　put　u　p．　before　him　from，　amateui－s　now　ubiquitous　in　the　．　coun’try．　To

vtr．　ive　lectures　to　amateurs’　meeting．r　was　his　angther　Pastime，　and　as　was．　his

fr｝otto　‘f　always　at　work，”　if　tinie　allowed　he　edited　bool〈s，　all　of　which　are

and　will　be　ziade　mectem　to　a！1　celestial　zealots．

　　　Shumino　Ten吐a五Kwansoku’，（Celes亡ial　Obsei・vation忠as　H6bby）

　　　　　　　　．　．　．　，　．　；　．　．　．　．　．　．　，　一　・　・．・　・　・　・　・　・　’・　t　Published．　in　ig26

”．T・nt・i　B・h・・pk…T・・k・・三k4t・”．（T・1・・c・P・m・k璽唄th・．皿・d・

　　　　　　of　Qbservations）・．・　・．・　・’‘　・　・　・　・　・　・．・　・，，一　・．・　Pvblished　in　．lg2g

　　”Tentai　Shashinjitsu”（Celesital　？hotography）　・　・’・　・　・Ptiblished　in　i　g32

The　foregoing　three　’are　his．　publications　and　are　in　wide　circulation．

　　The　illus’trious　name，　Kanam’e　Nakamura，　a　laurel一．crowned，　young　s．　cholar，

will　be　always　in　the，　Mouth　of’≠戟^　those　in　astronomical　circles　in’　t．his　fipuri一　’

shing　lsland　Empire　through　eternity．

　　At　the　r6quest　of　Prof．　F．　E．　Ross，　of　Yerkes　OberVatory，　the　writer　handed

him　2　copies　of　galactic　photographs　in　Aug’uSt，　and　now　they・　have．　become

the　last　interview　that　will　never　occur　a．t，ai［i．

あ 5 中．村先生

小 山 寛

　　關東の族より蹄って，十一月號天界を開封し，いつも通り先つ目次を見る

と，巻頭言に『中．村霜の死』，若しや．と思ぴつ製披いて見れば，中村先生の御

長逝1．1

　　思へば十飴年前，由本先生が内地教育會へ御講演に來信の折，あの偉大な

．る罷の中村．先．生が，青年期初期の朗かさをもって，．山本先生より紹介され，

講演後の観測には，非常に親切な言葉と．態度にて．指導された．．誰かが恒星を

望遠鏡で，見て．なぼ小さく見えると言ったら『然しハツキリ見．えるでせう』と

申されたのが今でも耳に．淺ってみる．西郷南洲を思はせるような艘の中開，
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すばらしい根氣と，親切が充満してみるように思へて，非常に印象深かった．

　愛する二児を失ひて，悲痛やる所無く，心底として居た私は，旭日の山本

先生の御講演と，中村先生の観測指導とにより，奇しくも天文に興味を持ち，

以來持病の扁桃腺に憐まされつS，星を仰いで居る中に，不思議にも『無限

の宇宙に走りゆく我が子を信じ，決つして死んでは居ない』と信ずるように

なり，爾虚血は夜の室を仰ぐ毎に，なつかしの我が子に會へる喜びで満たさ

れてみる．斯くて，どうしても，ほしくなったのが天膿望遠鏡．中村先生に

お話すると，丁度85ミリの反射鏡が近い中に出着るからとの御返事に．一日

千秋セ待ってるた．到着の日の大喜びは家中で笑はれた程であった．以來隔

年に鍍銀をお願ひして，今も私の露見として何所へでもつV・て行く．私をし

て失望のどん底より救ふの機會を得しめ，なつかしき望遠鏡を造って下さっ

た中村先生．あN・（〉は無し！1．果し無き宇宙の族路に上られた先生を，余は

また先生遺作の望遠鏡裡に，なつかしの御後影を追はん．

中　村　兄　ご　私

　　　　　　　　　　　　東京　　水　谷　新　樹

　あの中村さんが………！P

　花山急報第10號を見ました時，恐らく何：がでもさうでしたらう驚きと疑ぴ

とで胸をつかれたのです．

　これで中村さんとは到頭御面接は疎か，お便りを戴く機會も永久に失って

了ひました．何だ，知らなv・のか．さうです．少くとも中村さんは私を御存

じなかったでせう．が，私は既に兄に接して居たのです．彼の黙々の内に兄

のやうな親しさをこめ，沈着の内に忍耐固い熱を含む，中村さん！

　此の故を以て兄と呼ばせて戴けるならば，兄には，大正十五年九月，科學

書報主催の観測會が東京で催された折，其の指導者中に現金支部長五藤先生

と共に居られたのです．當時一中學生であった自分は，未だ本會の存在すら

知らぬ，言はs：’アマチュアの資格さへなv・やうな・者でした．つまり本紀を知

るに先だつて兄に接するを得た諜です．而して之が入會の最大動機になった
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事は勿論であゆます．其の折の兄の印象が帥ち前に述べた氣持なのです．

　是迄，内外科學界の偉人，恩人と目される方々の言卜報も屡々耳にしました

　，さういふ方々に封して，自分は，同じ追憶，慕追の中に，どこ．かし何々

の父「とかしをぢさん！■と呼びかけたい様な氣分が含まれて居たものです・

所が，兄の揚含はもっと，ぐっと親しい感じです．L兄さん！■です・

　それに，今年は何といふ年でせう．自分として，趣味と實際と研究との三

方面で，心良かに定めて居ました最も優れた指導者を，相次いで失ったので

す．然も，其の何れの方々とも途に御文通すらなし得ない内に・

　趣味の昆轟界から横山桐郎博士を，實際方面のロ1マ字國字論者田丸卓郎

博士を，そして途に，妙高研究家中の珠玉，中村要兄をも．慮！

　最後に，未知の兄に恕して，何が，自分を斯くも追憶，追慕の念に切なら

しめたのか，自分でもわかりません．

　實は，貴い紙面を，私輩が塞ぐべきもあらすと，今迄憾へて参ったのです

が，適々本日明治の佳節に當り，榊宮参拝の途，兄に始めて接した，彼の観

測會揚を，髭の限，此の足で計れて曲りました結果，急に憶ぴを此庭に記さ

せて戴きました次第，甚だ取止めもない瓢は幾重にも御容赦願上げます．

　（附記）花山急報に接するや，兄とも關係淺からぬ難誌科學書報を創刊號

より取出し，兄のお筆を取られfd號を取分けて見ました所，十有八舩，毎年

天文に損する號には殆ど皆兄の御名を見出します．

　火星一中村，流星一中村，彗星一中村，反射鏡一中村，等々，の聯想は，

會員の皆様は勿論，少しでも天文観測に興味を持つた者凡てが，今後とも繰

返す憶ひで有りませう．　　　（1932・IL　3・記）

中村さんご宮本君ご私

　　　　　　　　　　　大　嬌　　登　潮

　　　　　　　　　　　　申村さんと宮本霜

宮本君ぼど中村さんを尊敬して居た人は無いと思ひます．中村さんの碩學

に，そしてその優しV・人格に，寂しい少サイエンテストは尊敬を通り過して
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中村崇信者になって居りました．宮本君がいかに中村さんを慕って居たかは

私宛の近信でもわかります．

　『一僕は中村先生が亡くなられてから，どうしても氣が進みません．一一一…

：先生が生きて居られた時は別に先生の事を考へるでもなし，唯奪敬して居た

だけです．けれども亡くなられた今は，僕ははっきり申しますが，他の誰よ

りも先生に記して主意です．毎日先生の事を思ひ出さなv・日とてはありませ

ん．幽霊の歪みつ玉ある本もフランスの天文家フランマリオンの著書L死と

直訴］です．僕は夜中に恐しい乍らも毎夜諌み績けて居ります」．

　熱心な宮本君はほんとうに忠實な入であります．新聞で中村さんの亡くな

られた記事を見た時ししまった！宮本君も殺したか！「と非常に心配しました

が，宮本君からの手紙を見て健在だつた事を心から喜んだ事でした．そして

宮本君に，L第二の中村さんに］，一L地下の中村さんに喜ばれる人になれ「と

超して居ります．

　　　　　　　　　　　　　申村さんと私

　私が始めて大學の天文壼をお尋ねした時に案内して下さったのが中村さん

でした・優しい，そして朗らかな親切な中村さんの姿は初封面の時から私の

心の底深く残りました．それから6年の間，大肇で，花山で幾度もお會ひしま

した．睡る時などは曲り話に花が潔き過ぎて時聞の立つのも忘れて仕舞ひ，時

計を見て，びっくりして雨の花山を自動車で降りて騨へと急いだ事もありま

した．7月の初お會ひしたのが最後になりました触丁度其の時改悟さんの辻

畑レンズを磨いて居られる時で，その美しいレンズを見せて戴いて種々とお

話を聞きました．戸井さんに逡られて花山を辞する時，研磨室でベットにあう

むけになって眠って居られる中村さんに窓越しに聲を掛けましたが，聞へな

かったのか，安らかな寝息がもれるばかりでありました．それから3ケ月後，

中村さんの死を聞いた時，どうしても信じる事が出訴ませんでした．どうぞ事

實でなかれかしと所って居りましたが，そのかひも無く悲しい事實となって

表れ，私の心にいつまでも一悲しV・影を残して仕舞ひました．大きな醐，そ

して鎧に似合ぬ優しい聲，いつも朗かな笑顔，メッキのため黒くなった爪，そ

れらが今も目の前にチラ付ぎます。〆切の明Elにせまった夜おそく，亡き中
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村さんの思ひ出の糸をたぐりつNつたない文を綴って見ました．

4｛　9．

（11月4日夜）

中村氏の面出
三’篠光學研究所五藤齊三

　私が中村氏の逝去を聞いたのは九月二十八日であった・共日豪漕総督府心

中病院長津野田階學博士が來訪せられた．同氏は豫てから熱心な天文愛好家

で，7．5糎赤道儀を愛用して居られるが，更に15糎赤道儀を自作せらるべく共封

物レンズを私の手許で作って居るので，今度官より外國出張を命ぜられ，外遊

　　　　　　　，　．一　灘

　　　　　大正十五年三月二十八日．東京丸ノ内商工奨庭訓屋上昌テ

　　　　　　　　　（同好會支部懇談會場）　　中村氏　五藤氏

の途次，共レンズを試験の認め立寄られたのであるが，同氏が盗灘より上京の

途巾，瀬戸内海航雨中，尾の道で買った新聞により中村氏が不慮の死を途げら

れた記事を見たと語られたので，愕然として驚いたのである．私が最近中村氏

に御目に掛ったのは，本でトー月末花山ソく文姦に御尋ねした時である。共後手

紙の往復は敷々あったが，八月初め以後はお互に御無沙汰をして居て，最近の

清息は知らなかった．然レド常から中村氏の1占1園の事情性格等を可成よく知

って居る私は自ら死の途を選ばれた事をどうしても信ずる事が出密なかった．

それで雄野川六七に封し，それは何か記慕の見間違ひでは有りませんかと反
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卜して見たが同氏は，自分は醤者の立引上生死に射しては普通人よりも冷静

に考へ得るつもりで有り，且つ天文愛好者として中村氏はよく知って居るの

で，非常な關心を持って其記事を見，且つ稀に見る偉：材を若くして失った事を

心中深く惜みつx上京したのであって，確に夢では無v・．但し其記事の眞循

は知らぬとの事であった・そこで私はよく中村町の記事を掲載する科學同報

肚の仲摩主幹に電話をかけ，此悲しむべきニユ1スを傳へると共に其眞｛爲を

知らざる哉と問ふて見たが，同氏もL全く初耳であり，且つ八月中に一寸花山

に行き中村氏に御目に掛ったが呉時の印象より考へても到底信ずる事が男君

ぬ，但し新聞記事に現れて居たとすれば東京の新聞肚でも紙上に掲載せぬ迄

も資料として共事實は分って居るかも知れぬので，早速二三薪聞肚に就き調

べて見よう■との事で電話を切った．程経て其返事があったが何虚の新聞杜も

共事實を知らぬから，多分何かの誤傳で有らふとの事であった．次で中村氏の

著書獲行所である恒星杜の土居氏に手紙を出し，同封の問合せをして置た所，

翌朝電話が有りL自分も全く＃事實を知らす，殆んど信ずる事が出來ぬ，現に

二十二日附の萩聞に記事が載って居た　（之は私が津野田氏に聞き違った事と

思はれる）と云ふに，自分の手許へは二十四目附の手紙が來て居る，恐らくそ

の新聞記事は誤であらふ．但し廿四日附の手紙には，少々病臥の爲め自宅に

肖り静養中と書かれ，て有り，自分が八月に花山でお目に：掛った際にも帥経衰

弱の氣味はあった様に聞いて居るから或は攣事未途の檬な事は有ったかも知

れぬが，廼去の事實は先づ無いと思はれる「との御話に，私も胸をなで下して

居たのであった．然るに共翌々日更に土居氏より矢張り逝去せられた事が事

實であるとの報道が，正式ではないが確實に有たと知らせて下さったので今

更ながら哀悼の意を深くした次第である．次で十数日後山本博士の御上京あ

り，親しく死に到りたる周回の事情を拝聴し，野々人生行路のまkならざるに

長嘆之を久ふした事である．

　かへり見れば，私の宅に本會の支部を設けたのは大正十四年十月七日で桑

時御上京申の山本博士を煩し講i演會を開いた．叉同月二十四，五爾日には大阪

に於て本會創立五週年記念総會が開かれ，私も在京の～會員として列席し，初

めて諸先生方にも御目に掛ったが，當時中村氏は一年志願兵として入螢せら
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れて居たので未だ私は其風季に接する事が出町なかつた。越えて翌十五年三

月に山本，上田，中村諸先生が上京せられた際を利用して當時相の勤めて居た

日本光輝工業国肚に於て同月廿二日過り五日間に亘り在京會員の膨めに此等

諸先生を講師として講習會を開いたが，此時初めて私は中村氏の偉大なる風

格に接した．国里平等に於て中村氏はL反射鏡の製作とテスドと云ふ講演を

せられて，揺藍時代の反射鏡愛好者に非常なる興味と刺戟を與へられた。此講

習會に於ては，私共の主張で，從來秘密圭義を持して來た日本馬學の工浄財を

隈なく開放して，最終日には諸種の光學實験をも供覧したので，東京天文墓の

早乙女博士も本會々員として來観せられたのであるが，當時反射鏡の研究よ

り製作に入られた計りの申村上に取りても肺門のレンズ工揚の設備は絵程珍

らしく感ぜられたものと見え，非常なる熱心を以て詳細に見學せられ，爾其上

に研磨用材料たるピッチ，金剛砂，紅柄，ピッチ網等の分営を請はれたので，

私の手許より御挙りした事である．同氏は之で初めて實際製作の準備が完全

したと喜んで來られた．其後同氏に取りては此等新らしき材料に就V・て褐特

の研究を積まれ，タ1ルピツチと石油ピヅチの比較や，サイフォンに依る金

剛砂の分離法の護見，本邦産優良紅柄の選定，ピッチ網に漁網の利用等，子等

小材料に就いても悉く新境地を閉拓せられて私等を多々教へらるN所が有っ

たのには敬服した事である．

　其後十五年九月に私の考案した太陽黒鮎投映機を科學書報時が東京原宿の

島津科韓土平館に於て公開實験するに際し，中村氏は態々自作の十一センチ

孕の反射鏡を持って上京せられ，里帰を助けて下さったが，此反射鏡は確か同

氏作品中第三番目の物で有たと記憶する．数百の來国者も，ツァイス製や日本

病倒製の屈折鏡に伍して些の遜色もなき庇反射鏡の性能に驚嘆した事である

が，恐らく多くの來尋者も完全なる反射鏡の映像を眺めたのは此時が初めて

で有った事と思はれる．爾來同氏の作られる望遠鏡に附属する接瞑鏡プリズ

ム，其他小型のレンズ類は殆んど皆下方より供給し，又練習の爲に作られた

反射鏡を私の手に依り多数希望者に分倒して同氏の研究の一助とする等，將

叉私方にて作ったレンズ類を検査批評及指導して下さる等，事業上に於ても

経濟を度外視した關係を願って來た事である．
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　其後毎年一二回は必ず同氏の上京を迎え，或時は當時お茶の水に在った文

部賓の東京科學博物館の講堂で同氏輩猫の公開講演會を催した事もあり，或

は私の宅で支部會員の懇談會をを催した事も一再では無かった．或時の懇談

賢聖の観測會では80粍屈折鏡の覗野中へ海王星を入れて下さって，來會者が

代る代る覗いたが湖濁せる東京の天では誰も満足には見えす，今更乍ら學界

に定評の有った氏の四四に驚V・た事も有った．叉或時の懇談會に於ける來地

者中に目下南米ブラジルに在佐せらるN南米支部幹事與謝学修氏が居られた

が，同氏は元宮内官として，永年宮中に奉仕せられた所謂し大宮人「の出だけに，

其埋門言語極めて典雅なるに反し，中村氏の素朴にして天眞学漫なる，殆ど自

然入の如き言動が眞に奇妙なる封照を下したる等の思ひ出も淺って居る．遠

く故國を離れて居られる與謝野臥も本州に依り必らすや感慨深く當時を追想

せらるN事であらふ。叉中村氏は偉大なる髄格をして居られたので，到る所夜

具の短きを託された由であるが，私宅でも泊られる度に一枚の蒲團では足ら

す大笑ひをした事だが，同氏の御話に依れば，赦母砥の御宅に行く度に子供が

L大きな人が來て恐ろしい「と云って泣くのには閉口すると云って笑って居ら

れた其程共心根の優しきに漏す，共卓越せる頭騒の如く身艦も又偉丈夫であ

られた．数年前の夏休み中，令弟を叔父上の御家に養子とせらる曳爲，連れ來

られたとて來泊せられ，其後御親父より御調｝伏を頂いた事で有るが，其御文中，

中村氏最近の學界に於ける業績を列廃して氏の將來に満膣の期待と信頼とを

集めて居られた檬で有るし，中村氏亦令兄が先年両家として大樹を出られ御

宅で開業後聞も無く逝去せられて以來，家を縫ぐべき責任を明らかに感ずる

と云って居られたので有って，個人としても永く健在を所らねばならぬ方で

有ったのに，何故に自ら生を断たるSが如き事に成ったか，叉野州に取りては

得難き大天才として等しく黒字來の研究に期待して居たのであるに，天は何

故に天壽を與へなかったか，洵に返す返すも残念至極である．

　私は過去七年間に亘る交友として藪に衷心より中村氏の遊去に哀悼の誠意

を表す：次第である．　　　　　以上


